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例   言

1.本報告書は,社会福祉法人恩賜財団済生会支部香川県済生会が建設する特別養護老人ホーム (な で

しこ香川)建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書で,高松市多肥上町に所在する日暮・松林遺跡

(ひ ぐらし ,ま つばやしいせき)の報告を収録した。

2.発掘調査地ならびに調査期間は次のとおりである。

調 査 地 :高松市多肥上町1423-1ほか

発掘調査 :平成16年 6月 23日 ～平成16年 8月 27日

整理作業 :平成16年 9月 1日 ～平成17年 8月 31日

3.発掘調査及び整理作業は高松市教育委員会が担当し,その費用は社会福祉法人恩賜財団済生会支部

香川県済生会が全額負担した。

4.発掘調査は高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員山元敏裕と同大嶋和則が担当し,大朝

利和がこれを補佐した。

5.本報告書は執筆から編集まで大嶋が行った。

6.発掘調査から整理作業,報告書執筆を実施するにあたって,下記の関係諸機関ならびに方々から御

教示を得た。記して厚く謝意を表すものである。 (五十音順,敬称略)

香川県教育委員会,地元自治会,地元水利組合口

片桐孝浩,松本和彦

7.発掘調査から整理作業,報告書執筆まで下記の方々の協力を得た。記して厚く謝意を表すものであ

る。 (敬称略)

中村茂央 (徳島文理大学),池見有加 (京都橋大学)

8.本調査に関連して,以下の業務を業務委託発注により実施した。

発掘調査掘削工事……別枝土建工業い

空中写真測量…………四航コンサルタント伽

遺物保存処理…………伽吉田生物研究所

遺物写真撮影…………西大寺フォト

9.挿図として,国土地理院発行1/25,000地形図「高松南部」を一部改変して使用した。

10.本報告の高度値は海抜高を表し,方位は国土座標第Ⅳ系 (世界測地系)の北を示す。なお,2002年

4月 から世界測地系に移行しているが,これまでの周辺の調査地との位置関係を明らかにするため
,

遺跡全体の平面図には日本測地系の座標を併記して報告した。

11.本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。

SB:掘立柱建物  SD:溝  SK:土坑  SP:柱穴

12.発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管している。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査の経繹

平成16年 5月 20日 に社会福祉法人恩賜財団済生会支部香川県済生会 (以下「香川県済生会Jと 略称 )

が計画する特別養護老人ホーム (なでしこ香川)建設工事に関し,予定地内における埋蔵文化財包蔵地

の有無について照会があった。高松市教育委員会では工事予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である日暮

。松林遺跡に隣接 しており,当該地まで包蔵地が広がっている可能性が考えられたため,香川県済生会

に対 し,「現状では周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが,周知の埋蔵文化財包蔵地に隣接 していること

から,遺跡が存在する可能性が極めて高 く,工事着手後に遺跡が発見された場合は工事の進捗に多大な

影響を及ぼす可能性 もあるため,工事着手前に確認調査を実施することが望ましい。」 と説明を行い
,

任意協力をお願いしたものである。

その後, 5月 31日 に香川県済生会から高松市教育委員会に対 し,確認調査の依頼があった。協議の結

果,約 8,190♂の工事予定地のうち工事により地下遺構に影響の恐れがある建物建設部分約1,800ド のみ

を試掘対象地とし, 6月 7日 に試掘調査を実施 した。試掘調査では 3箇所の トレンチ調査を実施 し,す
べての トレンチで遺構・遺物を確認 してお り,建物建設予定地全域に埋蔵文化財の包蔵が予想された。

高松市教育委員会は,香川県教育委員会に対 し確認調査結果を送るとともに, 6月 9日 に香川県済生会

から提出された埋蔵文化財発掘の届出 (文化財保護法57条 2第 1項)を進達 したところ,香川県教育委

員会から事前に発掘調査を実施する旨の回答を得た。

これを受け,香川県済生会と協議を行った結果,工事着手前までに調査が完了することを条件に,事

前の発掘調査を行うことで合意 し, 6月 15日 に埋蔵文化財調査協定書を締結 した。業務名は「特別養護

老人ホーム (な でしこ香川)建設に伴う埋蔵文化財調査管理業務」 とし,高松市教育委員会は発掘調査

・整理作業の実務を行い,その費用負担および契約・支払事務については香川県済生会が行うこととし

た。調査面積は建物建設予定地のうち,現有水路部分を除 く約1,600♂ を対象地とした。また, 9月 中

旬が工事着手予定時期であったことから,協定上は 6月 21日 ～ 8月 31日 を発掘調査期間, 9月 1日 ～平

成17年 10月 31日 を整理作業期間とし,その準備事務を進めた。

しかしながら,協定書締結後の 6月 18日 になって香川県済生会から建物建設地を南へ 5m移動する設

計変更の申し出があった。これにより,当初の予定地の北部約280だが建設地から除かれ,予定地の南

側約280♂が新たに含まれることとなった。このため, 6月 21日 の調査開始を廷期 し,香川県済生会と

再度協議を行った。北部の280♂ については,建設地から除外されたことで遺跡の現状保存がなされる

ことから,発掘調査の対象外 とすることで合意 した。一方,南側280ぜ については,新たに試掘調査を

実施 し協議を重ねることによる工期の遅れが懸念された。このため,新たな試掘調査は行わず,当初試

掘調査で検出された溝が延びていることが予想されたことから,発掘調査対象地とし,機械掘削時に包

蔵状況を確認 し,遺構が検出されないようであれば調査対象から除外することで合意を得た。

また,調査対象地の南西側の水田は,駐車場整備予定地であり,こ の部分を廃土置き場 として利用す

ることで合意をしていたが,農地転用が許可されておらず,使用不可能な状態であった。 7月 末に転用

の許可が得 られる予定であったことから,調査地を東西に分け,東半から調査を行い,西半に廃上を仮

置きし,許可が得られしだい西半を拡張することとした。また,転用許可が調査期間中に得 られない場

合は,東半を埋め戻 し,西半を調査することで合意 した。
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第 2図 調査地位置図

第 2節 調査の経過

設計変更等の協議により,当初計画より2日 遅れの平成16年 6月 23日 から調査を開始した。調査地は

現有水路によって南北に分かれるため,北側をN区 ,南側をS区 として調査を実施することとした。ま

ず,N区南東端から機械掘削を行い,南側280♂の包蔵状況の確認を行ったところ,遺構・遺物が検出

されたことから,発掘調査対象地とすることを香川県済生会と合意した。東半の調査は7月 22日 にはほ

ぼ完了したことから,発掘作業を一時休上して農地転用の許可を待った。 7月 25日 に許可が得られたこ

とにより, 7月 29日 から西半部分を拡張し,調査を再開した。調査期間中は台風10・ 11号 をはじめ,大

雨により6度にわたって現場は水没し,壁面の崩壊など多大な被害を受けたが, 8月 27日 に全調査を終

了した。なお,詳 しい工程については,以下に調査日誌を掲載する。

調査日誌 (抄 )

6月 23日  晴 本日より調査開始。機材搬入。仮囲い。客土層の機械掘削開始。

6月 24日 曇 南東部より機械掘削。南側280♂を調査対象地とすることを合意。

6月 28日 曇 前日の大雨で水没。終日排水作業。

6月 29日 晴 遺構検出作業。溝,掘立柱建物等検出。

7月 1日  晴 基準杭打設。平板測量。
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7月 5日  曇 SD7・ 8・ 9掘削。須恵器等出土。

7月 8日  晴 SBl・ 2・ 3柱穴半裁。

7月 12日 曇 SК>6。 7掘削。弥生土器高杯等出土。

7月 15日 晴 S照)6・ 7遺物出土状況図作成及び写真撮影。

7月 21日  晴 Sる・6・ 7遺物取 り上げ。

7月 22日  晴 各遺構土層断面図作成。東半の調査ほぼ終了したため, しばらく作業休止。

7月 29日  晴 発掘作業再開。現場水没のため,排水作業。

7月 30日  雨 台風10号接近のため,台風対策。

8月 2日  雨 台風10号 により水没。終日排水作業。

8月 3日 曇 排水作業。調査区西半機械掘削開始。

8月 4日 曇 排水作業。台風11号接近のため台風対策。

8月 5日  晴 台風11号 により水没。終日排水作業。機械掘削。

8月 9日  晴 SDl・ 2掘削。土器・木器多量に出土。

8月 11日 晴 SDl北半中層掘削。木樋をはじめ木器多量に出土。

8月 16日 晴 SDl下層掘削。弥生土器,石器出土。

8月 17日  曇 ほぼ全遺構完掘。写真測量準備。

8月 18日  雨 ベル トコンベアー移動。写真浪1量準備を行うものの,午後より大雨。

8月 19日  雨 現場水没。終日排水作業。

8月 23日  雨 現場水没。終日排水作業。

8月 26日  晴 クレーンによる空中写真撮影。

8月 27日  晴 全調査終了。

第 3節 整理作業の経週

整理作業は平成16年 9月 1日 より開始し,17年 5月 31日 に終了した。その後, 8月 31日 まで報告書の

編集作業を行った。詳しい工程表は以下のとおりである。

第 1表 整理作業工程表

平成16年度 平成17年度

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

洗 浄

接 合・ 復 元

実 測

ト レ ー ス

写 真 撮 影

レイア ウ ト

執 筆・ 編 集
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第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

高松市は香川県の中央やや東寄 りに位置し,市域の大部分は讃岐平野の一部を形成する高松平野が広

がっている。南部に讃岐山脈の北縁がかかり,東部に屋島,立石山塊,南西部に石清尾山,浄願寺山,

東部に青峰,堂山の山系が連なる。いずれも讃岐山脈の基盤である洪積台地と同じ地層からなるメサ ,

あるいはビュー ト型の溶岩台地で,20～300mの低い山地である。北方はひらけ,瀬戸内海に面 し,男

木島,女木島,大槌島,小槌島などの島をも市域に含み,備讃瀬戸を挟んで岡山県と対峙する。

高松平野は,讃岐山脈 より流れ出た諸河川が運んだ土砂によって形成された沖積平野である。高松平

野には,西から本津川,香東川,御坊川,詰田川,春 日川,新川といつた河川が北流 しているが,な か

でも香東川が平野の形成に最も大きな影響を及ぼしており,現存の春日川以西が香東川による沖積平野

といわれている。現在,石清尾山塊の西側を直線状に北流する香東川は17世紀初めの河川改修によるも

ので,それ以前には現在の香川町大野付近から東へ分岐した後,石清尾山塊の南側から回り込んで,平

野中央部を東北流するもう一本の主流路が存在 していた。この旧流路は,現在では水田地帯及び市街地

の地下に埋没 してしまっているが,空中写真等から,林から木太地区にかけての分ケ池,下池,長池 ,

大池,旧ガラ池を結ぶ流路等数本の旧河道が知られており,発掘調査でもその痕跡が確認されている。

なお,17世紀の廃川直前の流路は,御坊川として今でもその名残 りをとどめている。

高松平野を流れる諸河川は,南の讃岐山脈から平野での流入口で穏やかな傾斜を持つ扇状地形の沖積

平野を形成 し,農耕に適 した地味豊かな土壌をもたらしたが,諸河川の中流域は伏流し,表層は涸れ川

になることが多 く,早 くからため池を造築して水不足を解消 してきた。山間の洪積台地と洪積層の境目

に多 くのため池が分布する。これらのため池は,年間1,000111m前後 と降水量の乏 しい讃岐平野において

農業用水確保のために不可欠なものである。また,今回の調査地である多肥地区周辺は,ため池に加え

て出水 (ですい)と 呼ばれる自噴地下水脈の利用が盛んで,両者を併用 した特徴的な配水網と厳格な水

利慣行を伝えてきた。調査地周辺では,栗木出水,平井出水,鈴木出水等が見られる。しかし,昭和50

年の香川用水の通水によって,一帯は三郎池の受益範囲に取 り込まれ,農業用水の確保の不安が払拭さ

れた反面,地元水源を核 とした水利慣行が急速に消滅するとともに,ため池や出水の水源自体 もその役

割を失いつつある。

第 2節 歴史的環境

高松平野では,こ こ10数年間の大規模な開発事業 (高松東道路建設事業,空港跡地開発事業等)の事

前調査により,遺跡数が飛躍的に増大しつつある。特に,今回の調査地の多肥上町松林周辺においては,

香川県立桜井高等学校や都市計画道路の建設等に伴う発掘調査が行われ,面的に遺跡の広がりや内容が

判明している地域である。高松平野の歴史的環境は他の報告書に譲ることとし,こ こでは周辺の調査に

ついて述べる。

旧石器・縄文時代の遺跡は,今回の調査地周辺では知られていない。松林遺跡や多肥松林遺跡の旧河

道中からわずかに縄文時代晩期の遺物が出土している程度である。当該期の遺跡は高松平野全体でもほ

とんど知られておらず,不明な点が多い。

弥生時代前期になると,多肥松林遺跡で溝が検出されているほか,松林遺跡では集石遺構が見られる。
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中期中葉になると,香川県立桜井高等学校の中心部を南から北へ流れる自然河道が埋没を始めている。

この流路から土器とともに,鳥形木製品,木梨農具等が出土している。流路の両岸には掘立柱建物や竪

穴住居が営まれており,特に流路東側の集落域は日暮・松林遺跡まで広がっている。この時期には多肥

松林遺跡の北西部において洪水砂層,松林遺跡において地震の液状化現象である噴礫が認められ,自 然

災害があったことを物語つている。中期後半～後期前半には遺構・遺物ともほとんど見られない。後期

後半には日暮・松林遺跡において竪穴住居が多数検出されている。

弥生後期中葉以降には,幅 5m程度の灌漑水路が多数掘削されており,古墳時代前期で埋没するもの

もあるが,古墳時代後期までの遺物を含む溝も存在する。また, 日暮・松林遺跡や多肥宮尻遺跡におい

ては古墳時代中期末～後期前半の上器や木製品を包含する自然1可道が検出されている。一方,古墳時代

の集落域や古墳については不明である。

平安時代には周辺の自然河道の埋没がほぼ完了しており,多肥松林遺跡において掘立柱建物や溝が掘

削されており,溝からは斎串が多量に出土している。

中・近世においては条里地割の溝や掘立柱建物が検出されている。特に松林遺跡では香川郡の一条と

二条の条界溝が検出されている。また, 日暮・松林遺跡においては多量の瓦器坑が出土している。

既存報告書 (報告書が刊行 されているものについては報告書のみを記載 した)

松林追跡
1.大嶋和則1996『香川県立高松桜井高校周辺通学路整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 松林遺跡』高松市教育委員会
2.大嶋和則2004『宅地造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査 松林遺跡(第 2次調査)』 高松市教育委員会

多肥松林遺跡
3.山 下平童1999『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第1冊 多肥松林遣跡』側香川県埋蔵文化財調査センター

4 北山健一郎1995F高松土木事務所新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 多肥松林追跡』香川県教育委員会
5 西村尋文1998「多肥松林遺跡」『県道・河川関係埋蔵文化財発掘調査概報 平成9年度』側香川県埋蔵文化財調査センター

6 宮崎哲治2005「高松南警察署移転整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 多肥松林遺跡」『香川県埋蔵文化センター年報 平成15年

度』香川県埋蔵文化財センター

日暮 ・松林遺跡
7 中西克也1997『都市計画道路福岡多肥上町線建設に伴う埋蔵文化財調査報告書 日暮・松林遺跡』高松市教育委員会
8 大嶋和貝12003『香川県済生会病院移転新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 日暮・松林遺跡(済生会)』 高松市教育委員会
9 大嶋和貝12005「 日暮 松林遺跡(農道)」 『高松市内遺跡発掘調査概報 ―平成15年度国庫補助事業一』高松市教育委員会
10 小川賢2005『フイットネスクラブ建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 日暮・松林遺跡(フ イットネスクラブ)』 高松市教育委員会
11 大嶋和則2005「 日暮・松林遺跡(共 同住宅)」 『高松市内遺跡発掘調査概報 ―平成15年度国庫補助事業一』高松市教育委員会

多月巴宮尻遺跡
12 松本和彦ほか1998「多肥宮尻遺跡J『県道・河川関係埋蔵文化財発掘調査概報 平成9年度』側香川県埋蔵文化財調査センター

13 植松邦浩ほか1999「多肥宮尻追跡J『県道関係埋蔵文化財発掘調査概報 平成10年度』団香川県埋蔵文化財調査センター

14.小野秀幸ほか2000「多肥宮尻遺跡J『県道・河川関係埋蔵文化財発掘調査概報 平成■年度』側香川県埋蔵文化財調査センター

15.小川賢ほか2004『宅地造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 多肥宮尻遣跡』高松市教育委員会

第 2表 周辺の調査履歴 (～ 2005.3.31)

遺跡名 調査期間 面積 調査機関 文献

松林遺跡 (通学路 ) 1995.5。 19^-1995.11.8 1,000ポ 高松市教育委員会 1

松林遺跡 (宅地造成 : 2004.4.1-2004.4.12 800♂ 高松市教育委員会 2

多肥松林遺跡 高校 ) 19934.26^-1994.9.6 17,600♂ lMl香 県埋蔵文化財調査センター 3

多肥松林追跡 高松土木 ) 1994101-1995.3.31 5,900コ〆側香 県埋蔵文化財調査センター 4

多肥松林遺跡 都市計画道路 ) 19974.1^-1997.12.31 7,000or lMl香 県埋蔵文化財調査センター 5

多肥松林遺跡 高松南署 ) 2003.12.1^-2004.3.31 2,000コr lMl香 県埋蔵文化財調査センター 6

日暮 。松林遺跡 (都市計画道路 ) 1993.11.15^-1995,9.29 H,600♂ 高松市教育委員会 7

日暮 。松林遺跡 (済生会 ) 2002.5.12^-2002,7.31 2,200♂ 高松市教育委員会 8

日暮・松林遺跡 (農道) 2004.5,12 Ｚ
ｍ 高松市教育委員会 9

日暮 。松林遺跡 (済生会特養ホーム) 2004.6.23^ヤ 2004.8.27 1,600∬ 高松市教育委員会 本書

日暮・松林遺跡 (フ イットネスクラブ) 2004.12.1^ヤ 2005,1.7 800♂ 高松市教育委員会

日暮・松林遺跡 (共同住宅 ) 2004.12.11^ヤ 2004.12.13 124♂ 高松市教育委員会

多肥宮尻遺跡 (都市計画道路 ) 1997.4.1^-1999.9.30 12,245∬ 側香川県埋蔵文化財調査センター 12～ 1

多肥宮尻遺跡 宅地造成 ) 2004.7.5^ヤ 2004.7.16 205コr 高松市教育委員会
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査地の概要と基本層序

調査前の状況は,花商土を搬入して整地されており,N区 とS区 は水路で分断されているものの,N
区は大きい 1枚の敷地となっていた。しかしながら,第 2図 に見られるように,N区 は北西隅のわずか

に含まれる土地を除けば2枚の水田に分かれており,調査時にもコンクリート畦畔の基礎が残存してお

り,そ の確認ができた。N区については,地形の乱れから旧河道を想定していたが (大嶋2003),今回

の調査で溝等の人工的改変により地形が乱れていることが判明した。なお,調査地周辺は平坦面が広が

るが,こ れまでの発掘調査や微地形から香東川の旧河道が存在することが知られている。調査地は,多

肥松林遺跡の中央部を北流し日暮 。松林遺跡 (都市計画道路)の北端へ流れる旧1可道と,多肥宮尻遺跡

から今回の調査地の東方を通り下池へ流入する旧河道に挟まれた微高地上に立地することになる。

基本層序については,N区の旧地形の変換点において堆積状況が変わつていたが,いずれも水平堆積

であり,大雨による壁面の崩落もあったことから,柱状図のみ作成し,第 3図 に掲載した。N区東側は

全体的に後世の耕作による削平が著しく,客土層の下層に見られる薄い床土層直下で黄色粘土層の地山

となる。N区北西隅とS区 についても同様の層序である。これに対しN区西側は,床土層以下に第 3～

9層 に見られるように旧耕作土層や床土層が認められる。このうち下層のものは近世まで遡る可能性が

ある。この旧耕作土層や床土層の下層で第10層 の灰オリーブ色粘質シルト層が堆積しており,遺物を多

く包含していた。第10層 出土遺物は第4図に掲載した。 1は弥生土器の高杯である。 2・ 3は弥生土器

の底部である。4は須恵器の蓋である。5～ 7は須恵器の杯である。 8。 9は土師質土器の脚部である。

10は 白磁である。遺物は弥生時代から中世のものまで混在しており,中世後半の堆積層と考えられる。

N区 西 半

N区 東 半

7
3

11

0                                  1 rn

L=21.000m

1.客土

2. 75YR 5/6

3. 10YR 7/2

4. 75YR 3/1

5. 75YR 3/1

6. 75YR 7/1

明褐

にぶい責橙

黒褐

黒褐

明褐灰

砂混粘質土

シル ト

粘土

粘土

粘質シル ト

7. 25Y

8. 10YR

9. 7 5YR

10. 5Y

ll. 25Y

8/1 灰白

6/2 灰責褐

5/2 灰褐

5/2灰 オリーブ

8/6責

(床土)

シル ト

砂混粘質土 (旧耕作土 )

砂混粘質土 (旧耕作土 )

粘質シル ト

粘土 (地山)

第 3図 土層断面柱状図
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この包含層の下層において黄色粘土層の地山を検出した。

遺構面は地山の上面の1面のみであり,発協調査では遺構面直上まで機械掘削を行い,遺構検出を行っ

た。溝22.条 ,土坑16基 , ピット164基 を検出し, 5棟の据立柱建物が復元できた。遺構平面図は第5図

に掲載した。なお,調査にあたっては事前に国土座標 (世界測地系)に合わせて基準杭の打設を行った。

しかしながら,これまでの周辺の調査においては日本測地系の座標を使用した調査例が多いことから,

これらの調査例との整合性を測るために|,報告書では併記した。

軍
脳
旧
円
周
測

○

＼i~~~¬
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ｏ

一
一

0               10om

ォン/        l   i― ニミ

4

中   兆

｀

―

て
エ
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第 4図 包含層出土遺物実測図
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第 5図 調査地平面図 (S=1/200)
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第 2節 遺橋

(1)掘立柱建物

SB l(第 6図 )

N区北東端で検出した掘立柱建物である。東端は調査区外に延びる可能性があるが,東西 4間 (5。 2

m)以上,南北 1間 (2.8m),床 面積14.56♂ 以上を測 り,建物方位はN-77° 一Eで ある。掘立柱建物

を構成する柱穴は円形または楕円形を呈 し,最大のもので径36cm,深 さ20cmを 測る。埋土は明暗褐色の

粘土ブロックを含む黒褐色粘土層の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

L〓21.200m

褐
灰

黒
掲

10YR
75YR

粘土 (明責褐粘土ブロック含む)

シル ト
0                2m

第 6図 SBl平・断面図

SB2(第 7図 )

N区北東部で検出した掘立柱建物である。SD9に切られており不明な点が多いが,東西 3間 (6.6m),

南北 1間 (2.4m),床面積 15.84♂ を測 り,建物方位はN-73° 一Eである。掘立柱建物を構成する柱穴

は円形を呈 し,最大のもので径45cm,深さ15cmを 測る。埋土は明暗褐色の粘土ブロックを含む黒褐色粘

上の単層である。遺物は出上 しておらず,詳細な時期は不明である。

― ■ ―
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1,10YR 3/2 黒褐 粘土 (明責褐粘土ブロック含む)

第 7図 SB2平・断面図

SB3(第 8図 )

N区北部中央で検出した掘立柱建物である。削平により南辺中央の柱穴を欠くが,東西 2間 (3.6m),

南北 1間 (2.7m),床面積8.4♂を測り,建物方位はN-76° 一Eで ある。掘立柱建物を構成する柱穴は

円形を呈し,最大のもので径30cm,深 さ8 cmを 測る。埋土は明暗褐色の粘土ブロックを含む黒褐色粘土

の単層である。北辺中央の柱穴において長辺15cm,短辺10cm,厚 さ3 cmの扁平な石材を検出した。遺物

は出土しておらず,詳細な時期は不明である。

2m
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⑬―

1.10YR 3/2 黒褐 粘土 (明責掲粘土ブロック含む)

第 8図 SB3平 。断面図

1.10YR 3/2 黒褐 粘土
(明責褐粘土ブロック含む)

0                           1:
I    I    I

第 9図 SB4平・断面図
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SB4(第 9図 )

N区南東端で検出した掘立柱建物である。 2基のピットから復元しており,調査区の南側に延びると

考えられるが,S区では建物の続きが検出されておらず,東西 2間 ×南北 1間程度の規模が推定される。

残存柱穴から推定すると建物方位はN-78° 一Eで あり,他の掘立柱建物とほぼ同じ方位を指向してい

る。柱穴は 1辺40cm程度の隅九方形を呈し,西側の柱穴では南端に柱痕と考えられる直径20cm,深さ28

cmの落ち込みが見られる。埋土は明暗褐色の粘土ブロックを含む黒褐色粘上の単層である。遺物は出土

しておらず,詳細な時期は不明である。

SB5(第 10図 )

S区西端で検出した掘立柱建物である。北辺が調査区外に延び, また北東隅の柱穴がSD8に切られて

いるが,東西 2間 (4.5m),南北 1間 (3.Om),床面積13.0♂ を測り,建物方位はN-79° 一Eである。

掘立柱建物を構成する柱穴は円形を呈し,最大のもので径34cm,深さ15cmを 測る。埋土は明暗褐色の粘

土ブロックを含む黒色粘上の単層である。南西隅の柱穴において直径16cm,厚さ 5 cmの扁平な石材を検

出した。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である。

L〓21.200m

1.10YR 3/1 黒掲 粘土 (明黄褐粘土ブロック含む)

第10図 SB5平・断面図

Ｅ

０
０
ミ
．
▼
Ｎ
＝
コ
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(2)土坑

SK l(第 11図 )

N区北西部でSD2に切られた状態で検出した土坑である。平面形態は溝状を呈 し,長辺1.84m以上 ,

短辺70cmを 測る。遺構底面は階段状を呈 し,西側ほど深 くなっており,最深部は40cmを 測る。断面形態

はU字を呈 し,埋土は黒色粘上の単層である。出土遺物は無 く,詳細な時期は不明である。

SK2(第 12図 )

N区西都中央でSD2及 びSD3に切 られた状態で検出した土坑である。平面形態はT字を呈 し,東西 1.2

m以上,南北1.45m以上,深さ18cmを測る。断面形態はU字 を呈し,埋土は黒色粘上の単層である。

出土遺物は第12図 11の須恵器の蓋 1点のみであり, 7世紀頃の遺構と考えられる。

L〓21.000m

l rn

1.10YR 2/1 黒 粘土

モ
、
11

0             10cm

第12図 SK2平・断面図及び出土遺物実測図

SK3(第 13図 )

N区北部中央で検出した土坑である。平面形態は三角形を呈 し,長辺1.22m,短辺70cm,深 さ 6 cmを

測る。断面形態は浅い逆台形を呈 し,埋土は黒色粘上の単層である。遣物は出土 しておらず,詳細な時

期は不明である。

0        1m

.10YR 2/1 黒 粘土

第11図 SKl平・断面図

-15-



SK4(第 14図 )

N区 中央で検出した土坑である。Sる ・6及びピッ

トに切られ,平面形態規模は不明である。断面形態は

浅い逆台形を呈 し,埋土は黒色粘上の単層で,深 さ12

C14を 波1る 。

出土遺物は第14図 Slの 削器 1点のみである。弥生

時代終末期の土器を包含するSК>6に切 られている

ことから,そ れ以前の遺構と考えられる。

罰G(第 15図 )

N区中央でSK6に切られた状態で検出した土坑であ

る。平面形態は長方形を呈すると考えられ,長辺2.17

m以上,短辺1.75m,深さ20cmを 測る。断面形態は逆

台形を呈 し,埋土は2層 に分層できる。上層は明責褐

色粘土ブロックを含む灰黄褐色粘土,下層は褐色粘土

ブロックを含む明黄褐色粘上である。

L〓21.200m

0        1m

l.10YR 2/1 黒 粘土

第13図 SK3平・断面図

出土遺物は第15図

に掲載 した。12は弥

生土器の甕である。

外面タテハケ,内面

指頭圧である。13は

弥生土器の鉢である。

高杯の脚部を除き,

九底にした形態で,

外面指頭圧である。

14は弥生土器の底都

である。外面タテヘ

ラミガキ,内面タテ

ヘラケズリである。

S2は 凹基式の石鏃

である。先端部と基

部の一部を欠くが ,

両面より細かく調整

されている。出土遺物から弥生時代終末期の遺構と考えられる。

SK6(第 16図 )

N区中央でSK7に 切られた状態で検出した土坑である。平面形態は不整形で,東西3.18m,南北3.4m,

深さ22cmを 測る。断面形態は逆台形を呈するが,底面の凹凸が著 しくピット状に窪む部分が見られる。

埋土は 2層 に分層できる。上層は明責褐色粘土ブロックを含む褐色粘土,下層は明黄褐色粘土ブロック

を含むにぶい責橙色粘上である。

醗
ｓ

日

Ｖ‐恭都中）‐0                5om

L=21.200m

1.10YR 211 黒 粘土

0        1m

第14図 SK4平・断面図及び出土遺物実測図
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L=21.200m

乾

那

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

灰黄褐
明黄褐

土

土

粘

粘
(明黄褐粘土ブロック含む)

(掲粘土ブロック含む)

0        1m

0              10om

―《―欝
⇔

0                5om

第15図 SK5平 。断面図及び出土遺物実測図

出土遺物のうち図示できたものは第16図 15の弥生土器の高杯 1点のみである。外面ヨコヘラケズリ,

内面分割ヘラミガキである。口縁部を下に伏せた状態で検出しており,脚部片は出土していない。出土

遺物から弥生時代終末期の遺構と考えられる。

SK7(第 17図 )

N区中央でSD9。 11に切られた状態で検出した土坑である。平面形態は長方形を呈し,長辺4.8m,短

辺2.67m,深 さ20cmを 測る。遺構底面は凹凸が著しく,ピ ット状に窪む部分が多く見られる。埋土は明

黄褐色粘土ブロックを含む黒褐色粘上の単層である。

出土遺物は第17図 に掲載した。16。 17は弥生土器の甕である。17は外面タテハケ,内面指頭圧である。

18～ 20は 弥生土器の底部である。21は 土器片転用の紡錘車である。22は粘土塊である。S3は平基式の

石鏃である。出土遺物から弥生時代終末期の遺構と考えられる。

SK8(第 18図 )

N区中央でSK6に 切られた状態で検出した土坑である。平面形態は不整形で,長辺1.66m,短辺74cm,

-17-



ひ＼さヒズ
/リ

ク◎
15

0             10om

掲
にぶい黄橙

土

土

粘

粘
(明黄掲粘土ブロック含む)

(明黄褐粘土ブロック含む)

L=21.200m

0        1m
I   I   I

第16図 SK6平・断面図及び出土遺物実測図

深さ6 cmを 測る。断面形態は浅い逆台形を呈し,埋土は黒色粘上の単層である。

出土遺物は第18図 に掲載した。S4の削器 1点のみである。弥生終末期の上器を包含するSK6に切られ

ていることから,それ以前の遣構と考えられる。

SK9(第 19図 )

N区中央で検出した土坑である。平面形態は長方形を呈し,長辺2.2m,短辺84cm,深 さ4 cmを測る。

埋土は黄色シルトブロックを含む褐灰色シルトの単層で,薄い堆積である。

出土遺物は第19図 に掲載した。23は 須恵器の杯である。S51ま 石鏃である。土坑としているが,後述

するSK10。 11と 同じ埋土であり,ま た非常に薄い堆積であることから,基本層序で示した第10層 の包

含層のわずかな落ち込みの可能性が高い。弥生時代や古墳時代の遺物を含んでいるが,SK10・ 11と 同

時期のものと考えられることから,中世頃の堆積が想定される。

-18-
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0        1m

l.7.5YR 3/2 黒褐 粘土 (明黄褐粘土ブロック含む)
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⇔

0                5om

第17図 SK7平・断面図及び出土遺物実測図
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0               1 rn

1.7.5YR 6/1 褐灰 シル ト

(黄シル トブロック含む)

0             10an

第18図 SK8平 。断面図及び出土遺物実測図

一粧惨3M―《盗さゝ
0

0             5m
I   I   I

0        1m

l.7.5YR 6/1 掲灰 シル ト (責 シル トブロック含む)

第19図 SK9平・断面図及び出土遺物実測図
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SK10(第 20図 )

N区中央で検出した

土坑である。平面形態

は不整形で,長辺1.46

m,短辺1.36m,深 さ

3 cmを測る。埋土は黄

色シル トブロックを含

む褐灰色シル トの単層

で,薄い堆積である。

出土遣物は第20図 に

掲載 した。24は土師器

の皿である。25は須恵

器の坑である。土坑と

しているが,SI⑬同様 ,

基本層序で示 した第10

層の包含層のわずかな

落ち込みの可能性が高

い。なお,遺物から中

世頃の堆積が想定され

る。

~24

｀

｀
｀

｀ ｀ ｀

主 三 ■ 二

=Lと
F嘔 日 P日

日  
「

"な :

0             109n

LE21.200m

1.75YR 6/1 褐灰 シル ト
(責 シル トブロック含む)

0        1m

第20図 SK10平・断面図及び出土遺物実測図

SKll(第 21図 )

N区中央で検出した土坑である。平面形態は不整形で,長辺5,72m,短辺2.22m,深 さ 5 cmを 測る。

埋土は責色シル トブロックを含む褐灰色シル トの単層で,薄い堆積である。

出土遺物は第21図 に掲載 した。26は龍泉窯系青磁碗である。外面に鏑蓮弁が見られる。27は須恵器の

境である。28は土師器の杯である。土坑としているが,SK9同様,基本層序で示 した第10層 の包含層の

わずかな落ち込みの可能性が高い。なお,出土遺物から中世頃の堆積が想定される。

SK12(第22図 )

N区中央北端で検出した土坑である。北側が調査区外に廷びるため平面形態は不明であるが,長辺 4

m以上,短辺1.35m以上,深 さ10cmを 測る。断面形態は浅いレンズ状の堆積で,埋土は灰白色シル トの

単層である。

出土遺物は第22図 29の肥前系磁器の皿 1点のみである。出土遺物から近世の遺構と考えられる。

SK13(第23図 )

N区南東部で検出した土坑である。北側がSD16に切 られ,東側は調査区外に延びるため平面形態は

不明であるが,東西92cm以上,南北70cm以 上,深 さ 5 cmを 測る。断面形態は浅い逆台形を呈 し,埋土は

黒褐色粘土の単層である。遺物は出土 しておらず,詳細な時期は不明である。
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1. 75YR 6/1 褐灰 シル ト
(黄 シル トブロック含む)

0        1m

1.10YR 7/1 灰白 ンル ト

)Om

ヽヽ

i

0              10om

第22図  SK12平 。断面図及び出土遺物実測図第21図 SKll平・断面図及び出土遺物実測図

SK14(第 24図 )

S区で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈 し,長径3.67m,短径1.44m,深 さ 5 cmを 測る。

埋土は黒色粘土ブロックを含む褐灰色シル トの単層で,薄い堆積である。遺物は出上しておらず,詳細

な時期は不明であるが,SK12等 の近世の遺構の埋上に近似 していることから近世の遺構と考えられる。

-22-



SK15(第 25図 )

S区で検出した土坑である。平面形態は不整形で,長

辺2.6m,短辺1.36m,深さ 5 cmを 測る。埋土は褐灰色粘

質シル トの単層で,薄い堆積である。遺物は出土 してお

らず,詳細な時期は不明であるが,SK14同様に,埋土

から近世の遺構と考えられる。

SK16(第 26図 )

S区で検出した土坑である。平面形態は不整形で,長

辺5.22m,短辺2.36m,深 さ 5 cmを 測る。埋土は灰色粘

質シル トの単層で,薄い堆積である。

出土遺物は第26図 に掲載 した。30は弥生土器の奏であ

る。口縁部外面に刻目,頸都外面に押圧突帯を巡らせて

いる。31は弥生土器の高杯である。出土遺物は,いずれ

も弥生時代中期のものであるが,SK14・ 15同様,埋土

から近世の遺構と考えられる。

L=21.200m

0        1m
l   l   ,

10YR 5/1 褐灰 シル ト (黒粘土ブロック含む)

第24図 SK14平・断面図

0        1m

l.10YR 3/1 黒褐 粘土

第23図  SK13平・断面図

0        1m

l.10YR 5/1 褐灰 粘質シル ト

第25図  SK15平・断面図

と=21.200m

1.

-23-



0              10om

第26図 SK16平・断面図及び出土遺物実測図

儒)溝
SD l(第 27～50図 )

N区西端で検出した溝である。最大

幅5.7m,深 さ1.5m,検出長30mを 測

る。ほぼ直線的な溝で,断面形状は逆

台形を呈 し,埋土は10層 に分層できる。

第 1～ 3層 は褐～黒褐色の粘土層で ,

上層 とした。第 4～ 9層 は黒～灰色の

植物遺存体を含む粘土層で,中層とし

た。第10層 は暗緑灰色の礫混粘土層で
,

下層 とした。遺物は中層及び下層に多

く見 られた。出土遺物は第29～50図 に

掲載 した。

第29図 は上層出土土器である。32～

36は 弥生土器である。32～ 34は底部で

ある。35は高杯の裾部で, 2個 1対の

円子とが見られる。36は奏の口縁部であ

る。37は土師器の直口董である。外面

は体部下半のヨコヘラケズリ後,やや

粗雑なヨコヘラミガキを施 している。

内面の体部上半は指頭ナデであるが ,

接合痕が明瞭に残っている。体部下半

は板ナデ,日縁部はタテヘラミガキで

ある。

第30図 は上層出土木器である。Wl
は建築部材である。W2・ W3は板材で

ある。W4は柄である。

第31図 は上層出土石器である。S6

は緑泥片岩製の柱状片刃石斧である。

装着時の擦痕が残る。

第32～ 35図 は中層出土土器である。

38・ 39は弥生時代前期の壷体部である。

いずれも3条のヘラ描沈線を施 してい

る。40～ 65は弥生時代中期の上器であ

る。40～ 44は甕である。40は 口縁端部

をやや拡張させ,刻 目を施している。

41は 口縁端部を上下に拡張させ,凹線

3条 を巡らせ,頸部に押圧突帯 l条 を

巡 らせている。42は 口縁端部に凹線 2

L〓21.200m

0        1m

l.5Y 5/1 灰 粘質シル ト

Ⅷ辮辮器
L  

蒻

＼         | ヌ
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第29図  SDl上層出土土器実測図

条を巡らせている。45～ 49は細頸壼である。45～ 47は 1条 ,48・ 49は 口縁部外面に2条の突帯を巡らせ

ており,47～ 49は刻目を施 している。49の外面はタテハケ,内面は板ナデと指頭圧である。50は ミニチュ

アの壼である。外面は摩減 しているが,内面上半は指頭ナデ,下半は粗いヨコハケである。51～ 55は広

口壺である。51は 口縁端部に2段の刻目を施 している。52は 口縁端部及び口縁部内面に斜格子文を施 し,

小円孔が見 られる。53は 口縁端部に凹線 3条 を巡らせた後刻目を施 している。内面は斜格子文と櫛原体

による刺突文が見られる。54は 口縁端部に刻目を施 している。内面には突帯を2条貼 り付けてお り,そ

の外側に波状文を巡らせている。55は 回縁端部及び口縁部内面に斜格子文を施 してお り, 3個 の小円孔

が見られる。頸部には突帯を 1条貼 り付けている。56～ 60は高杯である。56～ 58は大型のものである。
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第31図 SDl上層出土石器実測図

56は 内外面ともタテハケ後やや粗雑なヘラミガキである。口縁部

上面には斜格子文を施 している。57は 口縁部外面に3条の刻目突

帯を巡らし,棒状浮文を縦に貼 り付けている。口縁部上面には斜

格子文と3個 1対の円形浮文を施 している。58は 口縁部外面に凹

線 1条 を巡らせている。59・ 60は小型のものである。60は 口縁部

外面に凹線 2条を巡らせている。61は高杯の脚柱部である。突帯

を2条貼 り付けて杯部と脚部を区画している。外面は杯部タテハ

ケ,脚部タテヘラミガキである。62～64は脚部である。65はジヨッ

キ形土器の把手である。66～73は弥生後期後半の上器である。66・

67は甕である。66は 口縁端部をやや垂下させており,外面ヨコヘ

ラミガキ,内面ハケ状のヨコヘラケズリである。67は球形の体部

を呈 し,外面タテハケ,内面指頭圧である。68,69は広口壼であ

る。68は 口縁端部を拡張させ,凹線 2条を巡らせている。外面は

タタキ後タテハケ,内面はヨコヘラケズリ後指頭圧である。69は

外面板ナデ,内面指頭圧である。70は製塩土器の脚部である。外

面指頭圧,内面ヨコヘラケズリ後指頭圧である。71は大型の鉢で

ある。72,73は 高杯である。73は外面ヨコヘラケズリ後ヨコヘラ

ミガキ,内面ヨコハケ後 ヨコヘラミガキである。74～ 106は弥生土器の底部である。107・ 108は土師器

で,W50の 木樋周辺から出土 したものである。107は鉢である。口縁端部でわずかに外方へ開いてお り,

外面ナデ後分割ヘラミガキ,内面は放射状に暗文を施 している。108は 甕で,外面にススの付着が認め

られる。球形の体部を呈 し,外面上半は粗いタテハケ後ヨコハケ,下半は細かいタテハケ,内面はタテ

ヘラケズリ後底面のみ指頭圧である。109～ 111は須恵器である。109は 蓋である。110は杯である。111

は壼である。112は粘土塊である。

第36～ 41図 は中層出土木器である。W5～W30は加工木の小片である。W13。 W16・ W20。 W21・ W22

は炭化 している。W3と は板材である。W32。 W33は ミカン割材である。W34は 断面を長方形に仕上げて

いる加工木である。W35～ 38先端に切断面を残す加工木である。W38は断面を長方形に仕上げている。

W39は板材である。W40は先端に切断面を残 し,上部は炭化 している。W41～W46は柄の一部と考えら

れる。W47は杭である。樹度が残 り,先端部を粗 く削っている。W48も 杭 と考えられるが,上下両方と

も削っている。W49は広鍬の未製品である。W50は木樋である。 1本の木を今Jり 抜いて造られたもので
,

長さ3.2mを 測る。到 り抜いた部分は平滑に仕上げているが,裏面は炭化 してお り,細かく削られた状

態をよく残 している。

第42図 は中層出土石器である。S7は削器である。背部に自然面を残す剥片の一部を細かく調整 し,

刃部をつ くっている。S8も 側縁部に自然面を残す剥片を利用 した削器である。S9～ Sllは石庖丁である。

S10は 狭 りを持つもので,刃部は片面から調整 している。Sllは 完形品であるが,小型で快 りも浅い。

S12～ S14は石鏃である。S15は太型蛤刃石斧である。S16は砥石である。

第43～ 48図 は下層出土土器である。113は弥生時代前期の壼体部である。 3条のヘラ描沈線を施 して

いる。114～ 169は弥生中期の土器である。114～ 124は甕である。114は 口縁端部に凹線 2条を施 した後 ,

棒状浮文を貼 り付けている。115は 口縁端部に刻目を施 している。116は 口縁端部に刻目施すとともに,

頸部に押圧突帯を 1条貼 り付けている。117は大型のもので,頚部に押圧突帯を 1条貼 り付けている。

118は 口縁端部に刻目を施すもので,外面タテハケ,内面板ナデ後タテハケである。119～ 124は施文 し

-28-
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ないものである。125～ 136は 広口壺である。125は大型のもので,口縁端部に沈線を 1条巡らし,その

上下に刻目を施 している。内面にも沈線を 1条巡らせ,小円孔を穿孔 している。126,127はやや垂直な

頸部から斜め外方へ開く口縁部を持つものである。126は施文が見 られない。127は外面に斜格子文が見

られる。128～ 136は 口縁部が大きく外反し,端部を拡張 し,加飾するものである。128は 口縁端部に凹

線 2条 と内面に斜格子文を施 している。129は 口縁端部に刻目と内面に斜格子文が施され,小円孔 2個

が見 られる。130は 口縁端部に凹線 2条を巡らせた後,刻 目を施 している。内面は斜格子文を施 してい

る。131は 口縁端部及び内面に斜格子文を施している。132も 口縁端部及び内面に斜格子文を施 してお り,

内面には円形浮文を貼 り付けている。133は 口縁端部に刻目を施 している。134は 口縁端部に凹線 3条 を

施 した後,棒状浮文を貼 り付けている。内面には斜格子文が施され,小円孔が 3個穿孔されている。13

5は 口縁端部に刻目を施 している。内面には2条の突帯を貼 り付けて,波状文も見られる。136は 口縁端

部に刻目が施され, 3個 l対の円形浮文を貼 り付けている。内面には3条の突帯を貼 り付け,刺突文 と

波状文が見られる。137～ 144は細顎重である。137・ 138は突帯 1条 ,139～ 142は突帯 2条 を巡らせてい

る。138～ 142は刻目を施 している。143は外面に突帯 2条 を巡らせた後,棒状浮文を施している。口縁

端部にも斜格子文と円形浮文が見 られる。144は突帯 2条 と口縁端部に刻目を施 し,斜格子文と円形浮

文が見られる。145～ 150は 直口壷である。147～ 150の 回縁端部には刻目を施 している。151は広口壺で

ある。口縁端部を上方に拡張 し凹線 3条 を巡らせ,顎部に刺突文を施 している。152は広口壼の頸部で ,

顎部に突帯 2条を貼 り付けている。153～ 162は高杯の杯部である。153は 口縁端部に刻日,回縁部上面

に斜格子文を施 している。154は 口縁端部に刻目を施 している。156は 口縁部上面に円形浮文を施 してい

る。157は外面に3条の突帯を貼 り付け,突帯と口縁端部に刻目を施 しており,口縁部上面にも斜格子

文 と円形浮文が見られる。158～ 161は 口縁部外面に凹線を施 している。163～ 168は高杯の脚部である。

167は 6方向に方形スカシが見られる。168は脚柱部に2条の突帯及び4条の沈線を巡らせ, 2個の円孔

を穿孔 している。169は ジヨッキ形土器の把手である。170～ 241は弥生土器の底部である。178,190・ 2

38,239は 焼成前の穿孔が見 られる。190は底部中央に内面からの未貫通の穿孔が見られ,外面から再度

穿子としている。242・ 243は弥生後期前半の上器である。242は 甕である。243は 高杯の脚部である。裾部

②
⑥

-32-
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に刺突文と鋸歯文を施 している。244～ 262は弥生終

末期の上器である。244～ 252は甕である。外面タテ

ハケで,内面はケズリで,上半に指頭圧が見られる

ものが多い。253は ミニチュア土器の甕である。外

面には板状工具の圧痕が見 られ,内面はヨコヘラケ

ズリで,上半のみ指頭圧である。254は細頸壺の頭

部である。内面に指頭圧が見られる。255～ 256は広

口壺である。2551よ 口縁部外面に指頭圧が見られる。

256は頸部外面タテハケ,内面ヨコヘラケズリであ

る。257は複合口縁壺である。口縁部外面に沈線 3

条と鋸歯文を施 している。258～ 262は高杯である。

258・ 259は 口縁部である。260は杯部下半である。

杯部と脚部の接合は円盤充填による。タト面ヨコヘラ

ケズリ後分割ヘラミガキ,内面ヨコハケ後分割ヘラ

ミガキである。261は脚柱部で外面タテハケ,内面

ヨコハケである。262も 脚柱部で,円形スカシが 4

方向に見 られる。263は 土師器の甕である。264～ 26

6は粘土塊である。

第49図 は下層出土木製品である。W51～覇「54は柄

の一部である。W55～ W62は加工木の小片である。

W63・ W64は広鍬の未製品である。W64は 3分割さ

れてお り,切断面が残る。

第50図 は下層出上の石器である。S17～ S21は 石

庖丁である。S17は 決 りを持つ ものである。S221よ

削器である。S23は 周囲を打ち欠いて円盤状に仕上

げた製品である。

出土遺物は弥生時代前期から7世紀のものまで合

んでおり,上層から下層まで遺物が混在 した状況で

ある。これまでの周辺の調査からSDlは多肥宮尻遺

跡SR02,都市計画道路調査地SR02か ら続 き,今回

の調査区を通 り,済生会調査地SDl,共同住宅調査

地SDl, フイットネスクラブ調査地SDlへ と向かう

方向性が見えてきた。出土遺物は北方の調査地ほど

混入品であるはずの弥生時代の遺物が多 く,こ れま

で弥生時代終末期の開削と誤認 (大嶋2003)し てい

た。 しか しながら,多肥宮尻遺跡SR02,都市計画

道路調査地SR02で は,下層からの出土遺物は古墳

時代中期末～後期前葉のものが主体を占めることか

ら,同時期の開削と考えられる。溝内での出土遺物

の相違については,北方は古墳時代の集落域から遠

-38-
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第50図  SDl下層出土石器実測図

く,弥生時代中期及び終末期の集落域の中を溝が存在することに起因すると考えられる。なお,多肥宮

尻遺跡SR02,都市計画道路調査地SR02で は上層部分において中世の遺物を含むとしている。今回の調

査地においては, 7世紀頃までの遺物しか出上しておらず,ま たSDl埋没後に後述するSD2～ SD6が掘

削されており,こ れら溝群の埋没後に灰オリーブ色粘質シルト層の堆積が認められた。この灰オリーブ

色粘質シルト層は基本層序の第10層 にあたり,第 4図 に掲載したとおり中世の遺物を含んでおり,この

第10層 を多肥宮尻遺跡SR02,都市計画道路調査地SR02においては上層と認識していたと考えられる。

一方,都市計画道路調査地SR02で は,古墳時代後期の埋没後,再度流路となり,中世初期に埋没し

たとしているが,今回の調査ではSDlか ら中世の遺物は出土していない。SDlの坦没過程については,

今後の検討課題である。
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SD2(第 51～ 58図 )

SDlの 東側で並行 して検出した溝である。北側ほど幅が広 く,深さも深 くなってお り,最大幅2.8m,

最大深さ70cm,検出長30mを 測る。断面形状は逆台形で,埋土は 6層 に分層できる。第 1層 は灰責褐色

粘土層で,明黄掲色の粘土ブロックを含む。第 2層 は褐灰色粘土層である。第 3層 は黒褐色砂混粘土層

である。第 4層 は黄灰色砂混粘土層で,浅責色粘土ブロックを含む。第 5層 は黒色砂混粘土層である。

第 6層 は灰色細砂層である。大別 して第 1～ 5層 の粘土層を上層,第 6層 の細砂層を下層 として遺物を

取 り上げた。

出土遺物は第52～ 58図 に掲載 した。第52図 は上層出土土器である。267は弥生土器の甕である。外面

タテハケ,内面指頭圧である。268～ 277は須恵器である。268～ 270は蓋である。ツマミは扁平で,器高

も低い。271も 蓋である。272は杯である。273は甕である。肩部に把手の痕跡が見 られる。外面は並行

タタキ後カキロで,自然釉が付着 している。内面には同心円のあて具痕が残る。274・ 275はネである。

L〓21.000m

B´

1. 10YR
2. 10YR
3. 25Y
4. 25Y
5。 25Y
6. 10Y

灰黄掲 粘土 (明黄掲粘土ブロック含む)

褐灰  粘土
黒褐  砂混粘土
黄灰  砂混粘土 (浅黄粘土ブロック含む)

黒   砂混粘土
灰   細砂

0                1m

第51図  SD2断面図
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第55図 SD2下層出土土器実測図

276・ 277は 境である。278・ 279は土師器の塊である。内面にヨコヘラミガキが見られる。

第53図 は上層出土木器である。W65～W71は柄の一部の可能性が考えられる加工木である。W72・ W
73は 円柱状の加工木で,切断面が残る。W74は 三角柱状の加工木である。W75～W77は板状の加工木で

ある。

第54図 は上層出上の石器である。S24は狭 りを持つ石庖丁である。S25は削器である。側縁部に自然

面を残す。

第55図 は下層出土土器である。280～ 284は須恵器である。280,281は蓋である。282は杯である。283

は高杯の脚部である。沈線 2条を巡らせている。284は壼の口縁部である。285は瓦器婉の口縁部である。

286は土師質土器の釜である。外面タテハケ後指頭圧,内面タテヘラケズリ後板ナデ,287は 土師質土器

の鍋である。外面粗いタテハケで,内面は口縁部粗いヨコハケ,体部指頭圧である。外面にススが付着

している。

第56図 は下層出土土器である。W78～W81は加工木の小片である。W82～W85は板状の加工木である。

W84は箆状に先端を尖らせている。W85は線刻が見 られる。W86。 W87は板材である。W86は全面炭化

している。W88は杓文字状の木製品である。W89は漆器である。盆状の形態であるが,中心部に大 きな

円子しと小円孔 4個が見られる。全面に朱漆の痕跡が見 られる。

第57図は下層出土の石器である。S26は石庖丁である。狭 りを持ち,背部・刃部とも両面より細か く

調整されている。

第58図 は下層出土の骨である。

遺物は弥生後期や古墳後期のものを一部含むが,概ね古代～12世紀の遺物を含んでいる。SDlと 並行

してお り,SDllよ 7世紀頃の遺物までしか含まないことから,SDl廃絶後に掘削された溝と考えられる。

都市計画道路調査地では,SR02が古墳時代後期に埋没 した後,中世前半に再度流路となってお り, こ

の流路 と関連する可能性が考えられる。なお,済生会調査地試掘第10ト レンチ検出の落ち込み状遺構及

び農道調査地検出の溝がSD2の延長としての可能性が考えられる。
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SD3(第 5。 59・ 60図 )

SD2の 東側で並行 して検出した溝である。北側ほど幅が狭 く,調査区内で途切れている。最大幅 1.5

m,最大深さ15cm,検出長23mを測る。断面形状は浅いU字を呈 し,埋土は黒褐色粘上の単層である。

出土遺物は第60図 に掲載 した。288～ 290は須恵器である。288は 甕の回縁部である。289は杯である。

290は 鉢である。291・ 292は 土師器の塊である。291の 内面にはヨコヘラミガキが見られる。S27は石庖
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第60図  SD3出土遺物実測図
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丁である。S28・ S29は 削器である。弥生時代や古代の遺物を含むが,291・ 292の 上師器朔が出上 して

いることから,12世紀の遺構と考えられる。

SD4(第 5。 59。 61図 )

SD3の東側で並行 して検出した溝で,SD3を 切っている。最大幅90cm,最大深さ25cm,検出長30mを

測る。断面形状はU字を呈 し,埋土は2層 に分層できる。上層は明黄褐色粘土ブロックを含む灰黄褐色

粘土層である。下層は黒褐色粘土層である。

出土遺物は第61図 に掲載 した。293は 弥生土器の高杯脚部である。294は 土師器の皿である。295は土

師器の塊である。296～ 300は須恵器である。296は蓋である。297は郭である。底面に爪の圧痕が残る。
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298は塊である。299・ 300は 底部である。S30は平基式の石鏃である。S31は削器である。弥生時代や古

代の遺物も含まれるが,SD3を切つており,294の皿が出上していることから,13世紀前半の遺構と考

えられる。

SD5(第 5・ 59。 62図 )

SD4の東側で並行 して検出した溝で,南端はSD4と 重複 し

ている。最大幅1,9m,最大深さ30cm,検 出長30mを測る。

断面形状はU字 を呈 し,埋土は 5層 に分層できる。第 1層 は

明黄褐色粘土ブロックを含む灰黄褐色粘土層で,SD4の上層

埋土 と同じである。第 2。 3層 は褐灰色砂混粘土層,第 4層

は黄灰色粘土層,第 5層 は明灰色粘土層である。
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第63図 SD6断面図
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出土遺物は第62図 に掲載 した。3011ま 弥生土器の高杯である。302～ 317は須恵器である。302～ 305は

蓋である。306～ 3121ま 杯である。313・ 314は 高杯の脚部である。315～ 3171よ坑である。318～ 325は土師

器である。318～ 320は 杯である。321～ 325は 塊である。326。 327は黒色土器の坑で,内面ヨコヘラミガ

キである。328・ 329は 瓦器坑である。外面指頭圧,内面ヨコヘラミガキである。弥生土器や古代の遺物

も多 く含まれるが,中世前半の上器も多 く出上 している。最終埋没層がSD4と 同じであり,同時期の埋

没が考えられることから,13世紀前半の遺構と考えられる。

0        1m

1. 10YR

2. 10YR

3. 10YR

4/1 掲灰 粘土 (明黄掲粘土ブロック含む)

4/1 掲灰 粘土

4/1 掲灰 粘土 (明黄掲粘土ブロック含む)
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第65図  SD8断面図及び出土遺物実測図
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SD6(第 5,63図 )

SD5の東側で並行 して検出した溝で,中央でSD5と 重複 している。最大幅1.5m,最大深さ5 cm,検出

長30mを 測る。わずかな窪みだけが残ってお り,灰黄褐色粗砂層が溝底の埋上である。なお,SD5と の

重複部分では,その埋土は,SD5の最終埋没層 と同様である。遺物は出上 していないが,埋土から13世

紀前半の遺構 と考えられる。

SD7(第 5・ 59・ 64図 )

N区の中央を南西から北東に流れる溝である。南西部分はSD4・ 5の 下部で検出してお り,北流する

が,SD4・ 5分岐点部分において屈曲し,北東方向へ流れを変えている。最大幅1.4m,最大深さ80cm,

検出長52mを 測る。断面形状はU字 を呈 し,埋土は 4層 に分層できる。第 1層 は淡黄色粘土層である。

第 2層 は明責褐色粘土ブロックを含む褐灰色粘土層で,第 3層 についても同様であるが,明黄褐粘土の

包含量が極めて多い。第 4層 は褐灰色粘土層である。埋上の状況から,第 4層が堆積 した後,第 2・ 3

層によって人為的に埋め戻された状況がうかがえる。

出土遺物は第64図 に掲載した。330は弥生土器の底部である。331・ 332は 須恵器の蓋である。333は 須

恵器の杯である。S32は石槍である。S33～ S35は剥片を利用した削器である。いずれも第2,3層から

出土した遺物である。弥生時代の遺物を多く含むが,331～ 333の須恵器が含まれていることから, 7世

紀の遺構と考えられる。

SD8(第 5。 65図 )

N区東半を南西から北東に流れる溝である。一部S区の西端でも検出している。SD7と 並行しており,

直線的な溝である。最大幅1.4m,最大深さ80cm,検出長40mを 測る。断面形状はU字 を呈し,埋土は 3

層に分層できる。第 1層 は明責褐色粘土ブロックを含む褐灰色粘土層である。第 2層 は褐灰色粘土層で
,

第 3層 も同様に褐灰色粘土層であるが,一部明黄褐色粘土ブロックを含む。埋上の状況から,第 2・ 3

層が堆積した後,第 1層 によって人為的に埋め戻された状況がうかがえる。

出土遺物は第65図 に掲載した。334は 須恵器の台付壺である。335～ 339は弥生土器の甕である。

L=21.200m

藝%
ユヨ:騨:鶏 :::ヨ:::::::

L=21200m

K´

第66図  SD9断面図
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SD10 L=21.200m SDll L=21.200m _ SD12 Lg21.響 Om_ SD13 L〓21.200m

1.10YR 4/3 にぶい黄褐 粘土 (明黄褐粘土ブロック含む)

第68図  SD10～ 13断面図
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第69図  SD14断面図

S36は 扁平片刃石斧である。S371よ

石錐である。S38は 凸基式の石鏃であ

る。いずれも第 2・ 3層から出土 した

遺物である。弥生時代の遺物を多 く含

むが,規模,断面形状,埋上がSD7と

近似 してお り,ほぼ同時期の溝で,同

時に埋没 した可能性が高い。なお,後

述するSD10～ 13に より,SD7と 連結

していることからも,同時期の可能性

が考えられる。

SD9(第 5。 66。 67図 )

N区の南西部からやや湾曲しながら

東へ流れる溝である。最大幅1.8m,

最大深さ70cm,検出長52mを測る。断

面形状はU字 を呈 し,埋土は4層 に分

層できる。第 1層 は褐灰色粘土層,第 2層 は灰褐色粘土層,第 3層 は黒褐色砂混粘土層で,こ れら粘土

層を上層 とした。第 4層 は灰オリーブ色細砂層で,下層 とした。

出土遺物は第67図 に掲載 した。340～ 360及びS39。 S40。 Klが上層出土遺物である。340～ 342は弥生

土器の底部である。343は弥生土器の高杯である。344～ 349は須恵器である。344は 蓋である。345。 346

は杯である。347は婉である。348・ 349は 壺である。350～ 360は 土師器の皿及び杯である。S39。 S40は

370

予ゝ 毛72

ゝ

準 :=毛
:

0             109n

l.75YR 5/3 にぶい褐 粗砂

0        1m

第70図  SD15平 。断面図及び出土遺物実測図
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石庖丁である。Klは鉄製品である。

361～ 367及びS41～ S43は 下層出土遺物である。361～

366は須恵器の杯である。367は土師質土器の羽釜である。

S41は石庖丁である。S42・ S43は削器である。

出土遺物は弥生時代～古代の遺物も多 く含むが,上層

出土の上師器の皿等から,13世紀末～14世紀前半の埋没

と考えられる。なお,下層についてはやや古 く,12世紀

頃と考えられる。なお,後述する近世溝SD17や現在の

水路 もこの溝に並行 していることから,中世前半頃まで

には現在の地害↓ができたことがうかがえる。

SD10～ 13(第 5。 68図 )

N区 において東西方向に断続的に続 く溝である。いず

れも断面形状は逆台形ないしは方形で,埋土は明黄褐色

粘土プロックを含むにぶい責褐色粘土の単層である。最

大幅35cm,最大深さ30cmを 測る。SD7及 びSD8の合流部

分で,こ れらの溝に流れ込むようやや深 くなっているこ

とから,こ れらの溝を連結する溝であった可能性が考え

られる。出土遺物はなく詳細な時期は不明であるが ,

SD7・ 8と 同時期の遺構の可能性が高い。

SD14(第 5・ 69図 )

N区 中央部でSD9イこ並行 して検出した遣構である。最

大幅40cm,最大深さ10cm,検出長1lmを 測る。断面形状

は浅いU字を呈 し,埋土は黒褐色粘上の単層である。遺

物は出土 しておらず,詳細な時期は不明である。

瓦   ず
的

0                  1rn

l.75YR 4/1 掲灰 シル ト

―…翌≧難
〓聖°m

離i甘]離窪I糾

0        1m

l.10YR 7/2 にぶい黄橙 シル ト～細砂

(掲灰粘土ブロック含む)

第71図  SD16平・断面図

0               5om

SD15(第 70図 )

N区西端で検出した溝である。SDlを 切つた状態であったが,SDl掘削中にその存在を把握 したため
,

切 り合いのない南端部分の記録 しかできなかった。幅50cm,深 さ12cmを 測る。埋土はにぶい褐色粗砂の

ゝ
＼  |工 Jヱ

74
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一　
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向
Ⅲ
Ⅳ
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第72図  SD17断面図及び出土遺物実測図
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単層である。

遺物は第70図 に掲載した。368～ 372は瓦器塊である。

373は 土師器の杯である。13世紀の遺構と考えられる。

SD16(第71図 )

N区東端で検出した溝である。最大幅 lm,最大深

さ 5 cm,検 出長3.4mを 測る。浅い堆積で,埋土は褐

灰色粘土ブロックを含むにぶい黄橙色シル ト～細砂の

単層である。遣物は出土 しておらず,詳細な時期は不

明であるが,埋上が近世の遺構と似ていることから,

同時期の遺構の可能性が考えられる。

SD17(第 5・ 72図 )

S区北端で検出した溝である。SD91こ 並行 してやや

湾曲しており,最大幅70cm,最大深さ 5 cm,検 出長32

mを測る。浅い堆積で,埋土は褐灰色シル トの単層で

ある。

出土遺物は第72図 に掲載 した。374は 須恵器の杯で

ある。K04は 鉄釘である。古代の遺物を含むが,陶磁

器の小片が出土 しており,近世の遺構 と考えられる。

SD18(第 5'73図 )

SD17の南側で並行 して検出した溝である。最大幅1.

3m,最大深さ5 cm,検出長14mを測る。浅い堆積で ,

埋土は褐灰色シル トの単層である。遺物は出上 してお

らず,詳細な時期は不明であるが,埋土が近世の遺構

と似ていることから,同時期の遺構の可能性が考えら

れる。

SD19(第 74図 )

S区 中央北部で検出した南北方向の溝である。最大

幅25cm,最大深さ5 cm,検出長2.2mを 測る。浅い堆

積で,埋土は褐灰色粘質シル トの単層である。遺物は

出上 しておらず,詳細な時期は不明であるが,埋上が

近世の遺構と似ていることから,同時期の遺構の可能

性が考えられる。

SD20(第 5,75図 )

S区南西部で検出した東西方向の溝である。南肩は

調査区外のため検出できていない。最大深さ10cm,検

一
Ｒ

0                 1rn

l.10YR 6/1 掲灰 細砂

第73図  SD18断面図

L=21.200m

0         1m

l.10YR 5/1 褐灰 粘質シル ト

第74図  SD19平・断面図

S

0         1m

l.10YR 5/1 掲灰 粘質シル ト

第75図  SD20断面図

L=21.200m

S´
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出長13mを 測る。浅い堆積

で,埋土は褐灰色粘質シル

トの単層である。遺物は出

土 しておらず,詳細な時期

は不明であるが,埋上が近

世の遺構 と似ていることか

ら,同時期の遺構の可能性

が考えられる。

SD21(第 76図 )

S区南西部で検出した東

西方向の溝である。最大幅

60cm,最大深さ5 cm,検 出

長4.9mを 測る。浅い堆積

で,埋土は褐灰色粘質シル

トの単層である。遺物は出

土 しておらず,詳細な時期

は不明であるが,埋上が近

世の遺構 と似ていることか

ら,同時期の遺構の可能性

が考えられる。

SD22(第 77図 )

S区南西部で検出した東

西方向の溝である。最大幅

40cm,最大深さ5 cm,検 出

長 5mを測る。浅い堆積で
,

埋土は褐灰色粘質シル トの

単層である。遺物は出上 し

ておらず,詳細な時期は不

明であるが,埋土が近世の

遺構 と似ていることから,

同時期の遺構の可能性が考

えられる。

0         1m

l.10YR 5/1 褐灰 粘質シル ト

第76図 SD21平・断面図

0        1m

l.10YR 5/1 褐灰 粘質ンル ト

第77図  SD22平 。断面図
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第 4章 自然科学的分析

日暮・松林遺跡 出土木製品の樹種調査結果

lkl吉田生物研究所

1.試料

試料は高松市に所在する日暮・松林遺跡 (特養ホーム)か ら出土した農具 3点,食事具 1点,容器

1点,建築部材 1点,用途不明品 1点の合計 7点である。

2.観察方法

弟J刀 で木口 (横断面),柾目 (放射断面),板目 (接線断面)の各切片を採取し,永久プレパラート

を作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

3.結果

樹種同定結果 (針葉樹 2種,広葉樹 1種)の表と顕微鏡写真を示し,以下に各種の主な解剖学的特

徴を記す。

日暮・松林遺跡出土木製品同定表

Nα 品 名 樹 種

VV88 杓文字 マツ科 ツガ属

VV89 漆器盆 ヒノキ科アスナロ属

VV63 鍬 ヒノキ科アスナロ属

VV49 鍬 ブナ科ヨナラ属アカガシ亜属

VV64 鍬 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

VV85 加工木 (線刻) ヒノキ科アスナロ属

VV50 木樋 ヒノキ科アスナロ属

1)マ ツ科ツガ属 (Xtt sp.)

(遺物W88)

木口では仮道管を持ち,早材から晩材への移行は急であった。柾日では放射組織の放射柔細胞の

分野壁孔はスギ型, ヒノキ型で 1分野に2～ 4個ある。細胞壁には数珠状末端壁がある。上下両端

には放射仮道管がある。板日では放射組織はすべて単列であった。ツガ属はツガ,コ メツガがあり,

本州,四国,九州に分布する。

2)ヒ ノキ科アスナロ属 (勤取μぬ sp.)

鑑 物W89即 3Ⅳ85,W5⑪

木口では仮道管を持ち,早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在また

は接線配列である。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からややスギ型で 1分野に2～ 4個あ
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る。板目では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。アスナロ属に

はアスナロ (ヒ バ,ア テ)と ヒノキアスナロ (ヒ バ)があるが顕微鏡下では識別困難である。アス

ナロ属は本州,四国,九州に分布する。

3)ブナ科コナラ属アカガシ亜属 (97じπ〃郎 財摯盟,9瘤筋漑肋Эp&s sp。 )

鑑 物W49,W6→

放射孔材である。木口では年輪に関係なくまちまちな大きさの道管 (～ 200μ m)力
S放射方向に

配列する。軸方向柔細胞は接線方向に1～ 3細胞幅の独立帯状柔細胞をつくっている。放射組織は

単列放射組織と非常に列数の広い放射組織がある。柾日では道管は単穿孔と多数の壁孔を有する。

放射組織はおおむね平伏細胞からなり,時々上下縁辺に方形細胞が見られる。道管放射組織間壁孔

は大型で柵状の壁孔が存在する。板目では多数の単列放射組織と放射柔細胞の塊の間に道管以外の

軸方向要素が挟まれている集合型と複合型の中間となる型の広放射組織が見られる。アカガシ亜属

はイチイガシ,ア カガシ,シ ラカシ等があり,本州 (宮城,新潟以南),四国,九州,琉球に分布

する。

◆使用顕微鏡◆

Nikon

MICROFLEX UFX DX Type l15

参考文献

島地 謙・伊東隆夫 1988『 日本の遺跡出土木製品総覧』

島地 謙・伊東隆夫 1982『図説木材組織』地球社

伊東隆夫 1999F日 本産広葉樹材の解剖学的記載 I～ V』

北村四郎・村田 源 1979『原色日本植物図鑑木本編 I・

深澤和三 1997F樹体の解剖』海青社

奈良国立文化財研究所 1985『奈良国立文化財研究所 史料第27冊 木器集成図録 近畿古代篇』

奈良国立文化財研究所 1993『奈良国立文化財研究所 史料第36冊 木器集成図録 近畿原始篇』

雄山閣出版

京都大学木質科学研究所)

Ⅱ』保育社
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ケ

木 口×40

マツ科ツガ属

柾 目×40 柾目×40

木 口×40

W89 ヒノキ科アスナ ロ属

木 口 ×40

W63 ブナ科コナラ属アカガシ

柾目×40 板目×40

柾目×40 板 目×40
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木口×40

W49 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

木回×40

W64 ブナ科コナラ属アカガシ亜属

木 口×40

W85 ヒノキ科アスナロ属

柾 目×40 板目×40

柾目×40 板目×40

柾 目×40 板目×40
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木 口×40

W50 ヒノキ科 アスナ ロ属

柾目×40 板目×40
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第 5章 まとめ

第 1節 遺構の変遷について

今回の調査では,弥生時代中期,弥生時代終末期,古墳時代後期,中世前半,近世以降の 5時期の遺

構・遺物を検出した。以下に5時期の主要遺構の変遷を示す。

弥生時代中期

弥生時代中期の遺物は多く出土したが,確実な当該期の遺構は不明である。これまでの周辺部の調査

において弥生時代中期の掘立柱建物について,ほぼ東西方向を志向していることが指摘されている (中

西1997)。 今回の調査地で検出した掘立柱建物SBl～ SB5に ついては,73° ～79° 東偏した建物である。

ややこれまでの調査事例の方位とは異なるが,その規模や埋土の状況から,当該期の可能性が最も高い

と考えられる。

弥生時代終末期

当該期についても,出土遺物量に比べ明確な遺構は少ない。調査区中央で検出したSる～8が該当す

る。不整形な土坑で,性格は不明である。

古墳時代後期

古墳時代中期末～後期前葉頃に,調査区西端を南北方向に流れるSDlが掘削された。これまでの周辺

の調査からSDllよ多肥宮尻遺跡SR02,都市計画道路調査地SR02か ら続き,今回の調査区を通 り,済生

会調査地SDl,共同住宅調査地SDl,フ イットネスクラブ調査地SDlへ と向かう方向性が見えてきた。

なお,SDlは 7世紀頃に埋没したと考えられる。また,こ の大規模な溝から派生すると考えられるSD7・

8, さらにそこから派生するSD10～ 13についても同時期の遺構 と考えられ,埋没時期については 7世紀

である。

中世

SDlに並行 して検出したSD2～ 6,SD15が 12～ 13世紀の遺構である。溝は条里方位 とは異なり,SDl

を踏襲 して掘削されている。また,こ れら溝群から徐々に条里方位へ流路方向を変えるSD9が13世紀末

～14世紀前半に埋没 している。以後,SD9の地割が踏襲され,調査地内を流れる現有水路 もほぼ同じ流

路をたどる。

なお,こ れらSDl～ 6,SD15付 近は,その埋没後 もわずかに低 くなって,灰オリーブ色粘質シル ト層

の堆積が見られる。出土遺物は中世までの遺物に限られることから,中世段階で堆積 したと考えられる。

近世

13世紀末～14世紀に埋没 したSD9と ほぼ同じ方位をとるSD17を はじめ,条里地害Jに 沿った溝が数条

と,土坑数基を検出したに過ぎない。
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0             10m
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第78図 弥生時代中期の主要遺構平面図

第79図 弥生時代終末期の主要遺構平面図
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0             10m

0             10m
l   l   l

第80図  古墳時代後期の主要遺構平面図

第81図  中世の主要遺構平面図
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0            10m

第82図 近世の主要遺構平面図

第 2節 多肥松林遺跡群における弥生時代から古墳時代の集落域の変遷

調査地周辺では,こ れまで数多くの発掘調査が行われ,面的に遺跡の広がりや内容が判明している地

域である。遺跡名は多肥松林遺跡, 日暮 。松林遺跡,松林遺跡,多肥宮尻遺跡と区別されているが,遺

跡としてはいずれも連続するものであり,行政的な区分でしかない。ここでは,こ れらの遺跡を多肥松

林遣跡群としてその集落域の動向を見ていきたい。

まず,周辺の地形であるが,南西から流れてくる旧香東川主流路が桜木神社付近において, 2方向ヘ

分岐している。その東側の流路はそのまま北東部へ流れ,下池に向かって流れる。一方,西側の流路は
,

多肥松林遺跡 (現県立桜井高等学校)の中央部を通り,そのまま北流する。これら2本の主流路と,流

路によって分断された南北方向に長い3つの微高地から構成されている。

当該地域においては,西側主流路の西側部分で南西から北東方向へ流れる縄文時代晩期の遺物を含む

旧河道が検出されているが,本格的に人の生活痕跡が認められるのは,弥生時代前期後半以降である。

西側微高地上に多肥松林遺跡 (高校)SDl等の溝が見られる (山下1999)。 溝は弧状に巡つており,環

濠の可能性も考えられる。溝以外の遺構は検出されておらず,実態は不明であるが,溝内からは多量の

土器が出土しており,集落の存在した可能性が高い。また,東側微高地においても多肥宮尻遺跡 (宅地

造成)や弘福寺領田図調査地においても,弥生時代前期末の溝が検出されている。地形的には弥生終末

期の遺物を含む包含層が堆積しており,わずかに低地となっているが,出土遺物量から周辺部に当該期

の集落域の存在が示唆される。

弥生時代中期前半の遺構は現在のところ知られておらず,周辺でも東方の空港跡地遺跡及び宮西 。一

角遺跡において前期末～中期初頭の集落域が知られている程度である。
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その後,弥生時代中期中葉に再び当該地に集落域が見られるようになる。西側流路を挟んで,西側微

高地と中央微高地上に集落域が見られる。中央微高地では現在までに竪穴住居11棟 と掘立柱建物35棟が

検出されてお り,当該期の中心的な集落域であったことがうかがえる。また,西側微高地においては
,

明確な竪穴住居は多肥松林遺跡 (高校)で 1棟,松林遣跡 (通学路)で 1棟 しか検出されていない。し

かしながら,多肥松林遺跡 (高校)においては竪穴住居を想定できる円形の溝を数棟分検出しており,

松林遺跡 (通学路)では時期不明の竪穴住居を3棟検出しており,集落が形成されていたことがうかが

える。なお,こ の 2つの集落の様相は異なる。西側微高地の集落域では掘立柱建物が検出されておらず,

竪穴住居主体の集落であった可能性が考えられる。一方,中央微高地の集落域では,竪穴住居11棟 に対

し,掘立柱建物35棟であり,掘立柱建物が全体の76%を 占めてお り,掘立柱建物主体の集落域であった

可能性が考えられる。西側微高地の調査は, トレンチ状の調査が多いことも掘立柱建物の未検出の要因

の 1つ と考えられるが,両集落の竪穴住居 と掘立柱建物の比率は明らかに違いがあると考えられる。

弥生時代中期後半以降,ま た当該地から集落域は消滅している。再び集落が営まれるようになるのは
,

弥生時代終末期である。当該期の集落域 も,西側流路を挟んで,西側微高地と中央微高地上に集落域が

見 られる。やはり,中央微高地での竪穴住居及び掘立柱建物の検出例が多 く,当該期においても中心的

な集落域であったことがうかがえる。なお,西側微高地では,竪穴住居 2棟を検出しているに過ぎない。

いずれも,弥生時代中期中葉の集落域より集落域は狭まっていると考えられる。

古墳時代に入ると,再度集落が消滅 している。現段階では集落域を検出していないが,多肥松林遺跡

群の南部において古墳時代中期末～後期にかけての遺物が多量に出土 していることから,中央微高地南

部や西側微高地南部にその集落域が想定される。なお,当該期には今回調査地のSDlが掘削されており,

これまでの調査成果から,400m以 上に渡って水路が掘削されている。同様の水路が西側微高地上にも

確認されており,当該期に大規模な灌漑水路が成立 したことがうかがえる。
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土器観察表

番号 器 種 コ版 葺構名
口雀 氏径 1器罷

外 面 内面
色 調

(上=外面,下 =内面)
胎土 焼成

1
1生 土器
杯

4 コ合層
ナテ ナテ 5YR4/3

5YR5/3
褐
にぶい掲

N‐

pマ
密

2 mm以 下の石英 長石・角関石含 む
良

2 鰐部一
4 趙含層

マメツ タテヘラケズリ OYR6/3
0YR7/2

ぶいF
ぶい讐

橙
橙

田
2 mm以下 の石英・長 石・雲 母 含 む

良

3
1生 土器
吉Б

4 包含層
マメツ マメツ 5Y3/1 オリーフ黒

5Yyl ォリーブ黒
田
2 mm以下 の石英・長 石合 む

良

4 恵 器
4 包含 層

回転ナテ 回転ナテ N6/0 灰
N6/0 灰

笛
l mm以下 の石 英・長 石合 む

良 好

5
痕恵器
不

4 包含層
回転ナテ 回転ナテ N7/0 灰 自

N7/0 灰 白
マギ省
l mm以下の石英・長石含 む

良 菊

6
須 思喬
郭

4 包含層 11
ナ テ ナ デ N8/0 灰

N3/0 灰
▼ギ省
2 mm以 下 の石 英・長 石合 む

良

7
須 思 喬
ITN

4 包合層 (1
マメツ マメツ 10YR5/2

7 5YR3/1
島 やや粗

2 mm以 下の石英・岳石合 む
良

8
師質土器

4 包含層
ナデ 25Y7/6 明責褐 ?ヾ租

2 mm汐 下 の石 葵 岳 石台 む
良

9
師質土器

包含層
ナデ 2 5YR5/6 明赤褐 やや密

R mmじザ下 の石 章 ,三石合 奮 良

磁 包含層
施和 施和 5Yア/2 灰 E

5V7′ ク 匠 |

情良
良痴

11
須恵 器
讐 11

回転ナデ 回転ナデ 5Y7/1 灰
5V7′ 1 匠 l mmじ ′下の石

=・
三示合 子 良痴

弥 生土 器
姦

タテハケ 指頭圧 5YR5/6 明赤掲
7 5YR5/3 1こ ぶい掲

やや粗
2 mm以 下の石英 尋る 雲母合 士|

良

弥 生 土器
鉄

悟頭圧
を合痛

マメツ 5YR7/4
5YR3/J 螂報

やや粗
,mmじナ下 の石 五 阜 石合 よ 良

弥生土器
廣喜8

タテヘラミガキ
ススイ寸着

タテヘラケズリ 5YR5μ  にぶい赤掲
らYR5/4 にぶい未褐

やや密
l mm捌 下の石革・辱希・負PAq示 .要母合出 良

生 土蕎
林

ヨヨヘラケズリ 分割ヘラミガキ 7 5YR6/4 にぶい橙
氏V口囁溶  日日】〔2目

粗
2 mm捌 下の石藁・辱示・角関肩・要母合出 良痴

生 土 器
17 SK7

マメツ マメツ 5YR5/8 明赤掲
2 5YR5/8 閉未褐

マギ Tfl

l mm以下 の布 車・岳 示合 お 艮

17
弥生土器
甕

17 SK7 タテアヽケ 宿韻 l■ 7 5YR5/4 にぶし▼
7 5YR6/a にぶし▼

ややttt

3 mm以下の石英・長石含む 良

弥生土器
底部

17 SK7
マメツ マメツ /う YH//も  頁 恒

7 SYR7/4 に パ い格

やや粗
2 mm以下の石英・長石含む 良

弥生土器
底部

17 SK7
マメツ マメツ ゆYHZ/1 黒 拘

7 5YR5/4 にぶい掲
ママ祖
2 mm以 下 の石 英 。長 石・雲 母 含 む

良

弥生土器
直部

17 SK7 旧頭圧 マメツ 10YR7/2 1こ ぶい責植
25Y7/1 灰白

マや租
l mm以下 の石 英・長 石含 む

良

弥生土器
紡錘草

17 SK7
マメツ マメツ 5YR4/6 易R褐

7 5YR6rr3 にぶい褐
阻

2 mm以 下の石英・長石・雲母含 む
良

粘土塊
17 SK7 7 5YR8/4 湧 貢橙 マ甲密

3 mm以 下 の石 英・長 石含 む
良

須思器
LTN

回転ヘラケズリ 回転ナテ Nう/∪  ル(
25Y6/1 黄灰

?マ省
l mm以下 の石 英・長 石含 む

良

土師器
皿

SK10
マメツ マメツ 5Y7/8

5Y7/6 ]責褐
ユ
I mm以 下の石英・長石・雲母含 む

良

I恵器 SK10
ヘラ切 り・ナデ ナデ ;Y7/1 灰 自

;Y7/1 灰 白
やや冒
l mm以下の石英・長石合 む 良

器(龍泉雫系) SKll (27 吾磁和
商穂弁

青磁和 ;Y5/2 オリーフ
オリーブ

僑良
良好

須恵器
婉

SKll 回転ナデ 回転ナデ 75Y4/1

'5Y6/1

やや密
l mm以下の石葵 岳石合 む 良

土師器 SKll ナデ ナデ 5YR7/6 橙
7 5YR7/6 お雷

密
l mm以下 の石 葵・岳 石合 む 良痴

29 磁 器 鰯巴前 系 )

満 SK12 施釉 施 釉 ,GY刀 1

,GY7/1
オリーフ灰
ナ1,一ブ匠

情良
良痴

弥 生 土 器
適 SK16 ナデ

刻旧 押F空常 1峯
ナデ 10YR8/3 1責橙

白
やや密
l mmけ ナ下 の石

=三
石 合 J 良

弥 生 土 器
童林 SK16

マメツ マメツ 10R6/8 赤 橙
inRら ′A 業

やや粗
9 mmⅢチ下 の石 章 .阜石合 オさ 良

弥生土器
廣喜日 (28

マメツ ナデ・福韻l■ ど5YR5/6 明赤褐
ポ V氏 ′ヽ 苦 匠

やや4H
l mm以下の石車・[本合 奮 艮

弥生 土 喬
庫部

マメツ マメツ OYR6/2 次寅
OYR6/2 灰昔

▼マ 布且

3 mm以 下の石英・長石・角閃石 雲母合む良売

弥生土器
底部

マメツ タテヘラケスリ OYR7/2 に ぶ い 貢 植
破 ′∩ 膳 匠

▼マ狙
2 mm以下の石英 長石含 む

良菊

弥生土器
高杯

(25
ナデ
円子し2個 1対

ヨコヘラケズリ
5YR6/3 1こ ぶしW

Vマ雀
2 mm以下の石英・長石・角閃石含 む

良殉

卵生 主 蕊
客 SDl 232 ナテ タテハケのちヨコハケ Iυ Y HVZ 力(日

10YR3/1 灰 白
lll

2 mm以下の石英・長石合 む 良

土師器
直口壺

SDl ヨヨヘラケズリのちヨコヘラミ方キ冗″{ズカキ哺 頭レデ'枚ナテ を5Y7/1 炊 日
を5Y7/1 灰 白

やマ省
2 mm以 下 の石英・長 石含 む

良好

弥 工 主 器 マメツ
沈線 3条

マメツ 10YRγ3 にぶい
10YR7/3 にぶい

橙
橙

ママ租
l mm以下 の石英・長 石含 む

良好

弥 EE主蓋 ナデ
沈繰 3条

ナ テ 10YR6/3 1こ ぶい
10YR7/3 1こ ぶい

橙
橙

∵マ租
3 mm以 下 の石英・長 石含 む

良舞

郵 生 主 喬
密 286

ツメ
日

マ
刻

マメツ 把

氾

Ｙ

Ｙ

灰

灰

褐
褐

ママ省
l mm以下 の石英・長 石・角関 石含 む

良好

41
弥 生 主 盃
套

ナデ
聞 綿 負峯・掘

『

空 嵩 1峯
ナ テ 10YR4/2

10YR7/4
灰責確
にらミぃ き橙

マギ狙
3 mm以 下 の石 英・長 石合 も

良好

I生土器
鑑 232 マメツ

聞 紀 ク峯

マメツ 10YR5/2 灰
25Y6/2 灰ど

こ褐 マギ省
l mm以下 の石 葵・長 石合 も 良

祢生土器
審

ナデ ナデ 10YR5/6 赤
10R6/6 未褐

租
3 mm以 下 の石英・皇 石合 む 良

弥生土器 SDl
マメツ マメツ 10YR4/2 灰

願
粗
l mm以下の石真・岳石・雲母合 お 良

ぷ生土器 マメツ
貼付窯帯 1集

マメツ 10YR5/2 灰責褐
10YR4/3 にぶい音褐

やや粗
3 mm以 下の石嘉・辱石・角関石合 計 良
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46語曇豊
喬

11
方 ナ

貼付突帯 1条
ナ テ 7 5YR6/3 1こ ぶし

7 5YR5/3 1こ ぶし
甲frII
3 mm以下の石英 岳石含 t 良

引絡釜豊
器 マメツ

亥J目 突帯 1条
マメツ 25Y6/2 灰責

25Y6/3 にぶい費
やや密
l mm以下の石葵 長石合 む 良痴

引殆釜豊
器 マメツ

刻目突帯 2条
マメツ 25Y4/1 責灰

10YR5/2 灰昔楊
やや粗
l mm以下の石葵 長石合 む 良痴

引殆義豊
器 タテハケ

刻目突帯 2条
板ナデ・指 頭圧・絞 り
陸合痛

7 6YR6/3 1こ ぶし
7 5YR6/3 1こ ぶし

やや粗
2 mm以 下の石葵・岳石合 む 良痴

引野 土器 SDl (7
マメツ 粗いヨコハケ・指頭ナデ 10YR3/3 浅責緩

10YR7/2 1こ ぶい 構

やや審
l mm以下の石葵・岳石・雲母合 お 良好

Ы警告蓋器 SDl
マメツ
方‖日

マメツ 10YR4/3 tこ ぶし
10YR4/3 1こ ぶ峰

粗
6 mm以 下の石英・岳石・角関石合 す 良

引警告豊
器 SDl 20〔 (1

方デ
斜格 子 支 オ 円ヽ刷 1個

ナデ
斜Ite子 支

OYR5/2 灰
OYR5/2 灰

やや密
l mmじ ナ下 の石 五・阜 万 聖 再 合 お 良好

引警告豊
器 SDl

マメツ
凹線 3条のち亥‖目

マメツ
製 患 早 す 莉 空 す

25Y6/1 責灰
N鳴 /n 匠

やや密
l mm以下の石真 辱る 雲母合 奮 良

報告豊器 SDl ナデ
亥‖目

ナデ
賠 付 牽 嵩 ク峯 .帝】キ寸

10YR6/2 灰 責 褐

^Vハ
′1 匠

やや密
2 mm以下の石車 尋る 雲母合 お 良痴

引後告豊器 SDl ナデ
斜格子支・貼付突帯 1築

指頭 ナデ
剣 IIk子 寸・田コ 負欄

10YR6/2 灰 責 掲
invRA′ク 匠 白

やや粗
9 mmb′ 下の石

=阜
パ針 艮

引警綜器 SDl タテハケのちタテヘラミガキ タテアヽケのちヨコヘラミガキ
銀 な 早 す

10YR4/1 掲 灰
invn五 ′1 握 I下

やや密
l mm捌 下の石車 ,辱石・角PAq石 .璽母合■ 良痴

引警綜鍔
マメツ
洲日空嵩 n峯・族拌逹すつ棺

マメツ
斜格平す・円形浮支3個 1報

10YR5/3 にぶい責掲
invnらっ  匠 苦 据

やや密
l mm"下の本真・尋布合 台 良

引警詠鍔
マメツ
凹綿 1築

マメツ 25Y5/2 暗灰黄
25Y4/1 音辰

ママ4E
5 mm似 下 の示 車・[布 合 ■ 良

引警綜器
マメツ ナデ 10YR3/1 黒褐

lnvR負′1日ヨ渇
やや密
2 mm以 下の石英 長石 `角 閃石 雲母含む

良

引警綜齢 24〔
マメツ
曲趣 ,峯

マメツ つ Yも/Z ザ火 日
属v負 ′つ 匠 白

やや留
l mm以下の石英 長石含 む 良

(95
タナハケ・タテヘラミカキ
BA付 輩言 つ峯

ナデ・絞り 10YR7/3

'5YR7/3

貢
環

い
ヽ

お
ｂ

やや召
l mm以下の石英 長石含 む 良

SDl ナデ ナデ・絞り 7 5YR5/3 1こ ぶい褐
7 5YR4/ク  灰褐

やや4tl

5 mm以下の石英・長石・雲母含む 良

SDl タテヘラミカキ 椒状 工 具止 摂
10YR4/1 伺倣

ゃゃrll

l mm以下の石英・長石含む 良痴

SDl タテヘラミカキ 悟鎮止 10YR4/1 褐炊
10YR5/1 褐灰

ゃゃrtl

2 mm以下の石英・長石・雲母含む 良

(7
椒ナデ 才目顕 l■ 10YR6/3 にぶい責 植 やや冒

l mm以下の石英 長石 角関石含 む
良 妬

SDl 17
ヨコヘラミカキ ハケ】犬のヨコヘラケスリ OYR6/2 炊貢褐

OYR5/2 灰黄掲
やや密
l mm以 下の石英 長石 角閃石 雲母含も

良

SDl (67
タテハケ 腰頭圧 7 5YR6/2 灰褐

10YR4/1 掲灰
弯
l mm以下 の石 英 長 石 角 閃石 含 む

良

引秩告蓋
器

15
タタキのちタテハケ ヨヨヘラケズリのち▼冒頭圧 10YR6/2 )天

10YR6/2 灰
ママ密
l mm以下の石英・長石含 む

良苅

引警告豊
器 SDl 13フ (7

仮ナテ 悟頭圧 10YR5/2 灰
10YR5/2 灰

マギ租
2 mm以 下 の石 英・長 石・角 関 石含 む

良痴

刊変告圭蒸
悟顕 圧 ヨコヘラケズリ・捐頭圧 10YR6/3 1こ ぶいラ

10YR6/3 にぶいこ 碁督∃
l mm以下の石英・長石・角FAR

良好

刀警綜錦
ナテ ナ テ 10YR5/3 1こ ぶい妥

7 5YR5/4 にぶい?
掲 やや冒

l mm以下の石英 長石合 む 良好

刊警綜
錦 SDl

マメツ マメツ 5YR4/4 にぶい赤 i

7 5YR5/4 にぶし淵
やや粗
2 mm以 下の石葵 ⊆石 角関石合 む 良

73警宗土器 28笠
ヨヨヘラケズリのちヨヨヘラミオキヨコハケの如 ヘラミガキ 10YR5/3 tこ ぶし

10YR5/3 tこ ぶし
∇や密
l mm以 下の石葵 岳石 角閃石・雲母合む

良好

弥生土器
底部

タテヘラミガキ 指頭ナデ 10YR5/3 1こ ぶい
10YR5/2 灰責寵

葺褐 ∇ヾ租
9 mmけ ナ下の肩

=・
呈肩・色PAq石・奎舟全よ 良

弥生土器
∝部

タテヘラミガキ 悟頭ナデ 7 5YR6/1 掲灰
7 5YR6/3 にぶい褐

マや密
l mm以下 の石 葵・岳 石・雲 母合 お 良好

弥生土器
嘆部

SDl タテヘラミガキ 指頭圧 10YR6/2 灰責褐
10YR5/1 褐灰

やや冒
l mm以下の石葵 岳石合 す 良好

7
弥生 土器
醇喜R SDl タテヘラミガキ 指頭圧 25Y2/1黒

クらVA/1 苦匠
やや粗
負mmいザ下の石章 長石 色門石 ■再合よ 良

弥生土器
度部 (35

タテヘラミガキ
陰 耐 前 輩 71

脂頭ナデ 5YR5/3 1こ ぶい赤褐
2 5YR4/4 にぶい未褐

臀

負 け
'下

の万
=・

三 石 ■ 母合 お 良角

弥生 土器
蒔喜R (60

タテヘラミガキ 板ナデ 7 5YR3/3 暗
7 5YR4/2 '更

やや粗
2 mm以下の石英 ,長石'角 閃石含む 良

祢生土器
囃部

タテヘラミガキ 板ナデ N3/0 暗灰
1∩Vロハ′1 擢 庁

督
l mm以下の石英・長石・雲母含 む

良

赤生土器
度部 SDl 板ナデ 25Y4/1 黄灰

卜1負 /n 薩 匠

ややTEt

2 mm以下の石英・長石合む 良痴

弥 生 土器
虚 tR

タテヘラミカキ ナデ 10YR5/2 灰責褐
7 5YR4′i 掲

'更

t■

5 mm以下の石英・長石含む 良

8
弥生土器
席 喜R SDl タテヘラミカキ t■いタテハケ OYR4/1 掲万

∩V口負′1 申れ
マ ギ 狙

2 mm以 下の石莫・長石含 む 良好

弥生土器
虞吉E

SDl (36
タテヘラミカキ タテハケのち才目顔l■ OYR4/1 褐ザ火

〉らY4/1 昔灰
マ甲省
l mm以下の石英・長石・雲母含 む

良

弥生土希
囃部

SDl 021 タテヘラミカキ タテヘラケスリのち枚ナデ OYR5/4 1こがいヨ
∩vn4漁  t「

^れ

、告
詔
辺

マや祖
2 mm以 下の石英 。長石・角閃石含 む

良痴

赤生土器
嘆部

SDl タテヘラミカキ タテヘラケズリ 10YR6/2 炊貢褐
10YR6/3 にぶい黄橙

マや租
3 mm以 下の石英・長石含 む

良

8
祢生土器
威部

!ナデ
i成前穿孔

1冒頭ナデ OYR5/2 炊貢褐
OYR5胞 灰責褐

マや租
2 mm以 下の石英・長石含 む

良

祢生土器
嘆部

板ナデ 旧頭 圧 10YR6/1 褐炊
25Y5/1 責灰

マギ雀
l mm以下の石英・長石含 む

良好

祢生土器
盛部

ミガキ状の板ナデ 板ナデ 10YR5/3 1こ ぶい貢褐
ЮYR4/1 掲灰

Fp甲密
l mm以下の石英 。長石・雲母含 む

良角

祢生土器
∝部

マメツ 悟頭ナテ 10YR7/2 1こ らミぃ
10YR6/2 灰黄纏

苺↑豊 マギ省
I氏mmじザ下 の示 本・再 万 垂 母合 よ 良

祢生土器
∝部

SDl
マメツ 脂頭圧 25Y6/4 にぶい慣

N4/0 灰
マギ租
l mm以下 の石 葵・星 石・角 閃石合 む 良

三土器
[

SDl
マメツ 脂頭圧 5YR6/6 橙 田

４ b′ 下の府
=・

三石合 よ 良
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―

―

―

旧

旧

旧

旧

― Ｉ

Ｈ

Ｉ Ｉ

弥 生 土 誘
庁 喜R

マメ
｀
ノ 店頸 l■ 10YR6/2 炊責僑

10YR5/1 褐サ更 l mm以下 の石真 尋 石合 す 良

弥 生 土 希
虐 喜R

マメ ツ` 指頭圧 10YR7/4 にぶい黄 橙
ク鳴VA′ク f″ 白

やや粗
3 mmW下 の石革・尋石合 お 良

生土器
音Б

SDl (28)
マメ

｀
ノ 指頭圧 7 5YR6/3

10YR7/3 掲ヽ齢血釉
やや4tl

ク mmい
'下

の 若 章 .三石 合 お 良

生土器
害Б

(42)
マメツ 捐頭圧 26Y62 灰責

ク 鳴VA′9 匠 白
粗
3 mm以下の石車・尋奉合 お 良

旅生土器
式とB

ナデ 指頭ナデ 10YR6/3 にぶい責橙
10YR5/1 褐灰

9や 4tl

3 mmW下の布車・辱布合 お 良

祢生土器
寅部

(18) 指頭圧 1旨頭圧 25Y7/3 浅黄
25Y7/2 辰音

Vヘツ
不且

2 mm捌 下 の 扁 革・尋 石・璽 母 合 す 良痴

祢生土器
寅部

SDl (44)
マメツ 仮ナデ 25Y5/1 責灰

ク 応V凩 ′1 苦 匠
ややAtl

l mm以下の石英・長石・雲母含む 艮

祢生土器
寅部

ナデ ヨコハケのち猪顕L N4Ю  灰 やや池
2 mm以 下の石英・長石 雲母含 む

艮菊

弥 生 土 器
席喜R

マメツ 店韻 l■のちヨコハケ 10YR6/2 炊 貢 褐
3ヽ/0 陪

「

やや4■

2 mm以下の石英 長石 雲母含む 艮

弥 生 土 器
席菫R

マメツ マメツ Iυ Hり /り  亦 恒

10R6/4 にぶぃ未糟
やや召
l mm以下の石英 長石含 む

艮

弥 生 土 器
眸望R

マメツ マメツ Zう Y HO′ 0 恒
10YR8/1 灰 白

ゃゃrtl

2 mm以下の石英・長石合む 艮

弥 生 土器
席営R

マメツ マメツ 10YR7/2 にぶい貢植
2 5YR5/4 にぶい赤掲

ロ
5 mm以下の石英・長石含 む

艮

祢生 土器
度吉E

マメツ マメツ lυ YH4/∠ 灰 貫 伯
7 5YR4/2 灰 褐

電

l mm以下の石英・長石含 む
良

祢生 土希
晦言R

11
マメツ マメツ UY H4/Z 狭 東伺

25Y5/2 暗灰 黄

H
5 mm以 下の石英 長石含 む

良菊

土帥器
不

2
ナデ のち分割 ヘラミカキ ナテのちヘラミカ

～暗文
10YR5/2 灰貢糖
10YR5/2 灰黄握

綸
l mm以下 の石 英・長 石含 む

良痴

土帥器
甕

タテハケのちヨコハケ
スス付着

タテヘフケヌ「ノのち才冒頭圧 10YR6/1
10YR5/1

灰
灰

笛
l mm以下 の石 英・長 石合 む

良

察思器 SDl 回転ナテ
自然釉

回転 ナテ N7/0 灰 自
75Y6/1 灰

マギ省
l mm以下の石英・長石含 む

良殉

須思器
不

SDl (1
回転 ヘラケズ し 回転 ナデ N4/0 灰

N5/0 灰
やや冒
l mm以下の石英・長石含 む

良

猿思器 SDl ナデ ナデ 2 5YR5/1 赤灰
N5/0 灰

冒
l mm以下の石英・長石含 む

良

粘土塊
SDl 7 5YR8/2 灰 臼 省

l mm以下 の石 英 長 石含 む
良

祢生 土 器 方 ア

沈線 3条
ナデ
スス付着

10YR6/2 灰責|

10YR5/2 灰責|
粗
4 mm以 下の石葵 長石合 む

良痴

14
弥 生 土 器
恣 SDl 方デ

凹線 2条・棒状浮支
ナ テ 1 0YR67r3 にぶい責橙

10YR6/2 灰責褐
やや密
l mm以下の石葵 岳石合 む

良

15
弥生土器
な 斤

姫
ナ テ 7 5YR4/2

7 5YR3/1
やや粗
q mmじ ナ下 の石 章・星 石・色 Pkq石 合 お 良痴

弥 生 土 器
奢

ナデ
刻1目・押圧突帯 1条

ナ デ 10YR5/2 灰黄†
10YR5滋 灰昔卒

やや粗
クmmじナ下 の石 章・三 石合 よヽ 良

17
弥 生 土 器
磐

ナデ
押圧突帯 1条

ナデ 5YR4/2
5YR5/3

天褐
にぶい掲

やや密
l mm以下の石葵 `辱石合 む

良

弥生 土 器
密

タテハケ
″1日

板ナデのちタテハケ 10YR42 灰責褐
10YR4/3 にぶい音褐

やや密
代mmb)下 の石蓮 阜石 色閑病・聖辞合よ|

良

弥生 土 器
姦

マメツ マメツ 7 5YR5/3 にぶい掲
1∩ VR4/ク  匠 菩 線

やや粗
負mmけ 〕下の石蓮 阜石 色門石 亜再全お 良菊

弥生 土 器
療

板ナデ 指頭ナデ 10YR6/3 にぶい責橙
1∩V口氏′q ど

「
式ミ1ヽ書濯

密
l mmW下の石革・尋布・角 FAR石合 お 良

弥生土器
を

粗いタテハケ
スス付着

ナデ 25Y3/2 灰 白
ク 氏V寅 ′ク I下 白

密
l mmけ ,卜 の 右 章 .三石 今 十ェ 良

弥生 土 器
磨

板ナデのちヨコヘラミガキ ナデ 5YR5/3
5YR6/2

にぶい掲
更揚

やや粗
3 mm以下の石英`長石含む 良好

弥生 土 器
査 (17

ナ デ ナデ 5YR6/6 橙

^V口
A溶  焙

やや411

2 mm以下の石英 長石 雲母含む 良

弥生 土 器
速

マメツ マメツ OY4/Z 晴 灰 頁
SY4つ  陪 庶 音

やや粗
3 mm以下の石英 ,長石合 む

良

祢生土器
廣 口 需 406

沈線1条 亥1目 4ヽ 円孔2個 沈線 1条
貢
音

炊
圧

姥
つ

Ｙ
Ｙ

やや粗
3 mm以下の石英・長石・雲母合 む

良痴

弥生土器
広□吉

マメツ マメツ Zう Yyz 噴 医 貢

25Y5/2 暗灰黄
やや冒
3 mm以 下の石英・長石含 む

良痴

弥生 土 器
広□蓄 斜格子文

指頭 L 5YR4/1
5YR5/1

炊
灰

周
掲

やや冒
l mm以下の石英・長石含む 良郷

弥生土器
広口壺

SDl (1
凹線 2条 斜格子文

10YR7/3 にぶい貢種
10YR7/2 にぶい責橙

省
l mm以下 の石英 長 石含 む

曼

刀ミfE主喬

広口壺
ア
ロ

ア

刻
マメツ
斜格子文・小 円子と2個

25Y7/2 炊貢
7 5YR6μ  にぶい橙

守 ギ 密

l mm以下の石英 長石含 む
良痴

130
那 工 主 喬

広口壺
(11

マメツ
凹線 2条のち刻 目

マメツ
剣法平▼

10YR6/3 にぶい貢橙
10YR6/2 灰責掲

守 ギ 密

l mm以下の石英・長石・雲母含 む
良

源生 主 喬
広口壺

マメツ
全I粽旱す

マメツ
剣法旱す

10YR5/2 灰貢褐
10YR6/3 にぶい黄橙

?マ省
l mm以下の石英・長石 角閃石含 む

良痴

132 祢生土器
広口壺

マメツ
全I湛旱 す

マメツ
剣 怒 子 す

10YR5/2 灰貢卒
10YR5/2 灰責中

やや粗
l mm以下の石葵 F石合 t

良

祢生土器
広口壺

SDl
デ
日

ナ
刻

ナ テ 25Y4/1 奏
25Y4/1 婆

一火

一火
やや粗
2 mm以下の石葵 ∈石・雲母合 む

良

弥生土器
広口壺

ナデ
藤 )+髪す

マメツ
斜格子支・4ヽ円孔 3個

25Y5/2 曜
25Y5/1 農

責 やや粗
l mm以下の石糞・岳石・雲母合 む

良

弥生土器
広口壺

ナデ
亥‖目

ナデ
空 嵩 ク峯・帝 汁 寸

25Y8/4
25Yア/3

責
苦

やや密
l mm以下 の石 革 岳 石 角関 石合 む

良

弥生土器
広口壺

ナデ
刻目・円形浮す 3個 1対

ナデ
車嵩 負峯・朔日.醐 空す .韓 l■ ヤ

25Y8/2 灰 臼
25Y8/2 灰 白

省
l mm以下 の石 車 尋 石 雲 母 合 ご

鹿夕:

弥 生 土 希
納 輛 吉 SDl (29

マメツ
突幕 1条

マメツ 7 5YR6/4 にぶい橙
5YR6/4 1こ ぶい悟

マや密
l mmい チ下 の石

=三
店合 オュ 良如

弥生 土 器
細電 吉 SDl ナデ

凹綿 1条・冽 目窯帯 1築
ナデ 10YR5/2 灰 責掲

7 5YR5/3 1こ ぶい褐
やや粗
9 mmい チ下 の 若 章 ,阜石 今 .・

N 良

弥生 土 器
鰤範 議 SDl

マメ ノ`
朔 日・ 空 嵩 ,峯

マメツ 10YR5/3 にぶい責掲
10YR7/3 1こ ぶい音惜

やや粗
l mm捌下の府車・

「

布合 お 良痴
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弥生 土 器
細覇 喜

SDl
兜」目突帯 2条

ナテ 5Y3/1
5Y3/1

弗
邦

一

一

オ
オ

▼ギ省
l mm以下の石英・長石・雲母含 む

良

卵 霊 二 命
納 覇 事

SDl
亥」目・亥u目 突帯 2条

ナテ 10YR7/2 1こ ぶい
10YR6/2 灰黄殖

こ橙 マギ密
2 mm以 下の石英・長石・角関石含 む

良

t生土器
I頸壺

SDl
マメツ
貼付突帯 2条・刻目

マメツ 10YR4/3 1こ ぶい
10YR4/2 灰黄殖

こ宰B マギTH
l mm以下の石英 長石・雲母含 む

良

豚生土蕎
個頸壺

SDl
マメツ
斜格子文・円形浮支・棒状浮支

マメツ 25Y5/2 晴灰貢
25Y5/2 暗灰黄

阻
3 mm以 下 の石 英 長 石・雲母 含 む

良

祢生土器
佃頸壺

SDl ナデ
斜格子文・亥」目突帯2条

ナテ 7 5YR6/3 にぶい褐
7 5YR5/4 にぶい掲

マ甲rtl

2 mm以 下の石英 長石・雲母含 む
良菊

I生土添
主口壺

SDl
マメツ マメツ 10YR5/1

7 5YR5/1
▼ギ4■

3 mm以下の石英・長石含 む
良

祢生土器
宣口壺

SDl
マメツ マメツ 10YR3/2 黒

10YR3/2 票
▼ヾfE
4 mm以 下の石英・長石・角閃石含 む 良殉

I生土器
三口壺

万
姫

ナ デ 10YR5/3 にぶい責 |

10YR5/3 にぶい責 |

阻
3 mm以下 の石 英・長 石 雲 母 含 む

良殉

器 万
加

マメツ 10YR5/2 灰
10YR6/2 灰

∇ヾ 1

3 mm J下の肩
=・

尾肩・色 PAR石 合 よ、 良

弥生土器
宣口壷

242 マメツ
ク‖日

マメツ 7 5YR4μ
10YR4/2 看褐

∇ヾ 1

3 mm 下 の 石 章・ミ 石・曇 母 合 お 良

泳生土器
宣口壺

SDl 282
マメツ
ク1日

マメツ 10YR5/2
10YR5/2

黄褐
黄褐

∇や 1

l mm 下 の石 葵・星 石・雲 母 合 む 良菊

祢生 土器
女向苔 SDl オデ

凹線 3条 刻 目
ナテ 5YR5/4 にぶい赤掲

7 5YR4/2 灰褐
やや】
3 mm

1

V下の石
=・

星石合 お 良売

器土
壺

生
回

マメツ
突称 2条

悟頭圧 OYR3/2
0YR4/2

ヨ
茎
火

掲
黄褐

やギ租
l mm以下 の石 葵・辱 る合 む 農

祢生土器
喜杯

ナデ
″‖日

ナデ
斜格子支

10YR7/2 にぶい責橙
10YR7/1 灰 白

▼ギ密
,mm b′ 下 の万 五 .三石・奎 再 合 よ 良夷

赤生土器
喜杯

マメツ
シ‖日

ヨコヘラミガキ 5Y4/1 灰
I∩Vn4/, 匪書 線

やや粗
l mm以 下の石革・与石 角閃石・要日合す 良

祢生土器
事杯

マメツ マメツ 5YR5/4 にぶしヽ
Invn4′, 匠善,

褐 やや粗
,mm円下の石4.二石合よ 良

赤生土器
雪杯

SDl
マメツ マメツ

田 影 翌 寺
5YR4/3 粗

５ 以下 の石 車・尋 石合 お 良

祢生土器
喜杯

SDl (591
ナデ
勿1目 寮林 4築

ヨヨヘラミガキ
餌な 子 す 田 杉 翌 す

10YR5/3 にぶい責卒
1∩V口囁漁 I=^ミ 1、苦み

阻

２ 賜下 の石 車・[肩・璽 母 合 お 良好

祢生土器
喜杯

SDl (361
ナデ
凹綿 3峯

ナデ OYR6/2 炊 貢 碕
∩VFH7漁  `=ぶ t、書 繕

ママ綸
l mm捌下 の石 車・尋 肩合 お 良好

祢生 土 器
章林

マメツ
凹趣 負峯

マメツ 25YR6/8 植
25YR6/8 悟

Ч
血

Ｖ
ｌ 下の石英・長石含 む 良

赤生土器
雪杯 23( (57 峯

〃

幼

マ

岡

マメツ 25YR6/8 種

'5YR6/R 
悟

やや4tt

2 mm以下の石英・長石含む 良

体生 土 希
菖杯 峯〃

納
マ
凹

ナデ Z5Y3/1 黒 僑

'5Y3/1 
里 褐

ママfEl

2 mm以 下の石英・長石合 む
良

祢生 土 器
葛林

SDl 17
マメツ マメツ Zう Y rtO/0 恒

5YR7/4 にぶい橙
マ〕V租
3 mm以 下の石英・長石含 む

良

卜生 土器

言杯
SDl

マメツ マメツ 25Y4/2 暗炊貢
25Y4/2 暗灰責

田
4 mm以 下 の石 英・長 石・雲母 含 む

良

祢生土器
葛杯

SDl (57
マメツ マメツ 25Y5/2 暗灰貢

25Y5/2 暗灰責
マ∵奉鳳
2 mm以 下 の石 英・長 石含 む

良

泳生土器
葛杯

ナデ 旧顕 ナデ 25Y7/2 灰
25Y7/2 灰

マギ密
l mm以 下の石英 長石 角FAE石・雲母含む

良

祢生土器
葛杯

タテハケ ナデ 絞 り 10YR6/4 にぶい
25Y6/3 にぶい|

こ橙 ママ租
2 mm以 下 の石 英・長 石 含 む

良好

弥生土器
葛杯

(621
タテヘラミガキ
方形スカシ6方

ナテ 25Y5/2 暗灰
25Y5/2 暗灰

▼ヾ租
3 mm以下 の石 英・長 石含 む

良好

弥生土器
喜杯

SDl
マメツ
も付突称2条 .沈線4笑・円子と2個

ナデ 25Y8/1 灰
25Y3/1 灰

冒
l mm以下の石英 長石合 む 良好

弥 生 主喬
オPI手 (521

板ナデ 2 5YR5μ  にぶい赤褐 ∇マそ
3 mm ザ下の病

=星
石合 よ、 良好

弥生 土 器
醇喜R

SDl タテヘラミガキ ヨコヘラミガキ 25Y7/1 灰
25Y7/1 灰

密
l mm以下の石葵・岳石合 む 良

171
弥生 土器
醇獣 SDl タテヘラミガキ 脂頭圧 25Y3/2 黒掲

25Y3/2 黒褐
∇や租
〔mmじナ下 の万 章・ミ 石合 お 良

17
弥生 土 器
醇獣 SDl (30

タテヘラミガキ 脂頭圧 25Y4/1 責灰
7 5YRら /3 1こぶい掲

やや粗
負mmけナ下 お石章・阜 奉合 お 良好

17
弥生 土 器
蒔歎

タテヘラミガキ 指頭圧 10YR7/3 にぶい責橙
1∩VRA′, 匠 書 楊

▼ヾ密
l mm以下 の石 芸 尋 石合 台 良好

弥生土器
虞部

SDl タテヘラミガキ 指頭圧 7 5YR5/3 にぶい褐
ク氏v江′1 書 匝

▼ヾ密
l mm捌下 のる 真・尋 石・璽 畳 合 お 良好

弥生 土 器
眸 ILR (79

タテヘラミカキ 指頭圧 2 5YR4/4 にぶい赤 褐
lnv口 q′1 里線

粗
5 mm以下の石英・長石・雲母含む 良

弥生土器
蒔 IR SDl タテヘラミカキ 指頭圧 OYR5/2 灰黄褐

^咄

、苦 招

eゃ rtl

3 mm以下の石英・長石・雲母含む 良

祢生 土 器
廃部

SDl タテヘラミカキ 指顕ナデ 5YR6/2 掏

勲

炊

Ｆ 、キ 想
緞

l mm以下の石英・長石・雲母含む 良好

卵 生 工 命
庫 部

SDl タテヘラミカキ
焼成後穿孔

脂顕ナテ 炊
庶

褐
褐

Ｖ
Ｖ

Ｙ

Ｙ

翌

ｍｍ

や
２ !下の石英・長石含 む

良好

」/Jヽ 王 主 命
庫部 SDl タテヘラミカキ 枚ナテ 25Y6/3 にぶい貢

'5YS″
 陪 灰 普

E
3 mm以下の石英・長石・雲母含 む

良好

祢生土器
虞部

SDl タテヘラミ方キ 板ナテ 10YR7/2 にぶい貢檀
10YR6/2 灰責褐

崎
l mm以下 の石英・長 石・雲 母 含 む

良 好

祢生土器
度部

タテヘラミガキ 仮ナテ 5Y7/2 》ぐ日
N4/0 灰

ママ省
l mm以下の石英・長石含 む

良

祢生土器
度部

2
タテヘラミ方キのちヨコヘラミ方キ板ナデ N2/0 黒

10YR3/1 黒褐
マギ密
3 mm以下の石英・長石含 む

良

弥生土器
嘆部

SDl タテヘラミガキ 板ナデ 10YR4/2 灰貢褐
10YR6/3 にぶい黄橙

ママ省
l mm以下の石英・長石・雲母含 む 良好

184
生土器
営R

タテヘラミガキ ナ デ 7 5YR5/4 にぶい褐
7 5YR4/2 灰掲

マギ祖
5 mm以下の石葵・長石含 む 良

弥生土器
度部

SDl タテヘラミガキ ナ デ 10YR5/3 にぶい
10YR5/4 にぶい

マギ密
2 mm以 下の石葵・尋石合 む 良

弥生 土 器
庁釈

タテヘラミガキ ナ デ 25Y7/2 灰責
10YR5/2 灰責褐

やや粗
2 mm以下の石英・岳石・角関る合 士 良痴
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弥生 土 器

は部 SDl タアヘフミカキ ナデ 10YR4/2 灰責褐
N3/0 暗灰 2 mm以 下 の石 英 岳 石・雲 母合 お 良菊

泳生土器
嘆部

タテヘラミガキ マメツ 10YR6/3 にぶい責橙
10YR4/1 掲灰

やや粗
2 mm以下の石英・長石・角閃石合む 良角

孤 EE主喬
康喜R

板ナデ 店韻 L 10YR7/2 にぶい責橙
25Y7/2 責灰

やや粗
3 mm以 下の石車・辱石合 お 良痴

祢生土器
磯部

板ナデ
俸成前穿¶

娯 止

1成前穿孔未貫通
10YR5/3 にぶい責褐
10YR4/2 灰責掲

fL
2 mm以 下の石革・尋布・合 お 良

祢生土恭
直部

(19) 板ナデ 脂顕 L 7 5YR7/2 F
25Y4/1 責

昂灰 やや粗
l mm以下の石車・尋布合 お 良好

祢生土器
貞部

SDl (22) 板ナデ 阪ナデ 10YR3/2
10YR8/2

密
l mm以下の石英・長石含む 良

祢生土器
真部

SDl 版状工具圧痕 版状 工具 圧 反 10YR7/3 にぶい
10YR7/2 1こ ぶい

橙
椿

密
l mm以下の石英・長石含む 良 好

祢生土器
真部

板ナデ ナテ 25Y7/1 灰
ク弓V7′1 廊

密
l mm以下の石英。長石含む 良好

弥
底

E土器
[

板ナデ 阪ナテ 25Y8/1 灰
クらvn/ク  圧

露
l mm以下の石英・長石含 む 良好

И
庫

二土器

`

マメツ 悟顕圧 10YR5/2 灰責掲
76Y4/1 '更

やや密
l mm以下の石英・長石含 む

良 好

弥
庫

!土器 マメツ 旧頭圧 5Y5/2 暗灰 黄
鳴V氏 /負 書 梱

やや4H
3 mm以下の石英・長石・角閃石含む 良

!土器 マメツ 幅顕圧 5Y4/2 暗灰
呵V』′ク 膳廠

責

苦
や

ｍｍ

▼
５ 下の石英・長石含 む

良

弥
底

!土器
(50

マメツ 悟頭 ナテ OYR5/2 灰責掲
Ч3/0 暗灰

Vマ省
l mm以下の石英・長石含 む 良痛

弥
底

1土器 マメツ 悟頭 圧 7 5YR5/2 灰褐
7 5YR5/3 にぶい褐

阻
夕mm"下 の 石 章・尋 石 合 お 良

土器 マメツ 指頭圧 10YR5/1 褐灰
ク鳴V4′1 告 匠

マや祖
l mm以下 の石 英・長 石・雲 母含 む

良舞

土器 マメツ 指頭圧 10YR5/2 灰責掲
5Y4/1 灰

マや租
3 mm以 下 の石 英・長 石合 む

良

弥生土器
底都

ナデ 指頭圧 Ч3/0 暗 炊
OYR6/4 にぶぃ昔搭

日
3 mm以 下 の石 英・長 石含 む

良

弥生土器
底部 SDl ナテ 指頭圧 5Y6/2 灰責

5Y5/1 昔庶
マ∵密
l mm以下 の石 英・長 石含 む

良痴

弥 生 土 器
庫歎

マメツ 指頭圧 25Y5/3 貢
25Y4/2 陪 黄

マ∵租
2 mm以 下 の石 英・長 石 角 関石合 む 良

弥 生 土器
障 tR SDl

マメツ 板ナデ 10YR6/1 7島〕火
N4/0 灰

甲甲租
l mm以下 の石 英・岳 石合 む 良

弥生土器
隣吉ほ 5

マメツ 板ナデ OYO′ Z 灰 更

5Y7/1 灰 白
密
l mm以下 の石 葵・長 石合 む 良角

208 祢生土希
虞部

(25
マメツ 板状工具圧痕 うY6/Z  力(

らY4/1 昔
東
Ｆ 瑚

耐
や

２ 下の石葵・岳石合 む 良

弥生土器
亡部

SDl マメツ 板ナデ 5Y6/2 炊
5Y6/2 灰

貢
黄

巴
R mmDザ 下 の猪

=・
ミ 石合 お 良角

呻螂一聯噺

SDl マメツ 枚ナデ 25Y5/2 晴灰貢
N3/0 暗灰

やや密
l mm以下の石奏・岳石 角関る合 す 良痴

11 SDl
マメツ 仮ナデ 25Y5/1 貢灰

25Y8/2 灰 白
筆
l mm以下 の石 葵・岳 石合 子 良

祢生土恭
陰部

圧
痛

頭
圧

指
爪

ナデ 10YR6/2 灰責褐
10YR6/3 1こ ぶい黄橙

やや粗
4 mm以 下の石薬・尋石合 す 良痴

泳生土器
∝部

指頭圧 マメツ 10YR7/1 灰
10R6/6 赤撻

審
l mm以下の石真・尋石合 計 良好

祢生土器
噂部

SDl (22 タテハケのちナデ 阪ナデ N4/0 灰
25Y7/1 灰白

密
l mm以下の石英・長石・雲母含む 良

祢生土器
嵐部

SDl マメツ 眉顕圧のちハケ 10YR5/2 灰責辛
10YR5/2 灰貴帝

やや粗
2 mm以下の石英・長石合む 良

】61
弥生土器
底部

SDl
マメツ タテハケ Ｖ

〃

Ｙ

Ｙ

灰
黒

やや粗
4 mm以下の石英・長石含む 良 好

弥 生 主 喬
庫 喜R

マメツ タテハケ 10YR6/3 にぶい責橙
10YR5/2 灰音褐

▼や密
l mm以下の石英・長石含 む

良 好

J81 弥生土器
底部

ナテ ナデ 5Y5/2 暗灰
氏Yら つ  膳 匠

マや租
2 mm以 下の石英・長石・雲母含 む

良妬

J91 弥生土器
底部

ナデ ナ デ 10YR6/1
10YR5/1

灰

圧
▼ゃrtl

2 mm以下の石英・長石・雲母合む 良 殉

弥生土器
底部

マメツ マメツ 10YR6/1 ]万疋
テ書 叡

や

師

ゃ

３
ユ
又下の石英・長石含 む

良 菊

i土器 SDl
マメツ マメツ 5Y6/2 灰

喝VAつ  匪

黄

器
阻

5 mm以 下の石英・長石含 む 良痴

二土器
8

マメツ マメツ 2 5YR5/6 明赤掲
10YR5/3 にぶい音褐

▼マ 狙

5 mm以 下の石英・長石合 も 良

,生土器
:喜R SDl マメツ 25Y6/2 灰黄

ク 鳴V氏 つ  賠 匠 書
Vマ祖
2 mm以 下の石英・長石・雲母含 む 盛痴

224 ふ生土器
言tR 4

マメツ マメツ 25Y8/2 灰 白
25Y8/2 灰 白

4
l mm以下の石英 長石含 む 良

弥生土器
廣鶏

7
マメツ マメツ 5Y5/6 明赤や

2 5YS/2 匠選
阻
3 mm以 下 の石 英・長 石・角 閃石合 お 良

弥生土器
底部

SDl
マメツ マメツ Zう Y4/Z ttЖ 貢

夕SY4″  陪 反 昔
やや粗
3 mm以 下の石英・F石・雲母合 す 良

227 Mヽ主 主 喬
廣喜R

7
マメツ マメツ YR4/3 1こ ぶい易ド褐

5YR4/4 にぶい赤褐
田
3 mm以下 の石 英・星 石・雲 母 合 す|

良

琢 ζ 主 喬
陣 吉R

SDl
マメツ マメツ 10YR5/2

10YR5/2
貢
黄

電
5 mm以下 の石葵 尋 石 合 子|

良

弥生土器
底部

マメツ マメツ 25Y5/1 貢炊
25Y5/1 黄灰

咀
3 mm以下 の石 奏・岳 石 合 奮 良

祢生土器
嘆部

SDl (28
マメツ マメツ 10YR4/2 灰責褐

10YR4/2 灰責褐
やや粗
2 mm以 下の石真・辱石合 お 良

祢生土器
喚部

SDl マメツ マメツ 25Y5/2 暗灰責
25Y6/2 灰責

やや粗
3 mm以 下の石真・尋石合 お 良

祢

嘆
E土器
R

マメツ マメツ 5YR5/4 にぶい赤i

10Y3/1 オリーブ長
tl

3 mm以下の石英・長石・雲母合む 良

称生土器
監部

マメツ マメツ 25Y7/1 灰 自
N4/n 匠

やや粗
クmm bチ下 の 若 五 .阜石 合 ォさ 良 好
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祢生土恭
哄部

マメツ マメツ 25Y6/1
ク5Y6/1

貢 炊
昔 反

やや召
l mm"下 の示 革 尋 扁合 A 盛痴

祢生土器
度部

9
マメツ マメツ 10YR4/3 にぶい貢褐

10YR4/2 灰責褐
やや
S ml 下の石英・長石・角閃石含 む

良菊

弥生土器
底部

5
マメツ マメツ 5YR5/4 にぶい赤褐

2 5YR5/4 にぶい赤掲
やや4tl

l mm以下の石英・長石・雲母含む 良

』鰤一
5

マメツ マメツ 5Y8/1 り
5Y8/1 5

自

白
▽や租
l mm以下の石英・長石合 む 良

土 器 SDl
マメツ
焼成前穿孔・スス付着

ナテ 10YR5/3 にぶい貢褐
10YR4/2 灰黄掲

▼マ租
3 mm以 下の石英・長石・角閃石含 む

R凋

弥生土器
底部

5
マメツ
峰計絡輩剤

マメツ 10YR6/1
10YR7/2

褐灰
にぶい責橙

阻
3 mm以 下 の石 英・長 石 含 む

良

土 器
3

マメツ タテヘラケズリ 10YR6/2 ,天貢翠
5YR5/4 にぶいら褐

マギ密
l mm以下の石英・長石含 む

良凋

生上器
部

5
ナデ・ヘラミガキ ナデ 10YR2/1 黒

10YR4/2 灰責掲
踏
2 mm以下の石英 長石・角FAR石 雲母含む

良

i生土器 ナ デ ナ デ 5YR5/3 1こ ぶい,

10YR5/2 灰責宅
1褐 ▼マイユ

l mm以下の石英・長石・雲母含 む
良 夷

祢生土器
雪杯

SDl ガ
姫・銀 嵩 す

ナ デ 25Y6/1

'氏
Y4/1

灰
灰

▼翌雀
l mm以下の石英・長石含 む

良 舞

祢生土器
藝

SDl タテハケ
スス付着

幅頭圧 7 5YR6/4 にぶい橙
10YR5/2 灰費褐

▼ギ省
l mm以下の石英・長石・角関石含 む 良好

な生 土 希
密

タテハケ
スス付着

タテヘラケズリのち捐頭圧 10YR6/3 にぶい責橙
7 5YR4/2 灰褐

冒
l mm以下の石英・長石・雲母含 む

良

祢生 土 器
密 SDl タテハケ タテヘラケ烈プのち,旨頭圧 7 5YR6/3 にぶい褐

10YR5/2 灰責掲
▼ヾ密
l mm以下 の石 英・長 石・角 閃石合 も

良好

亦生土器 タテハケ ヨコヘラケズリ 5YR5/3 にぶい赤褐
5YR5/4 にぶい未褐

密
l mm以下の石英 長石合 む 良好

称生土器 タテハケ ナデ OYR4/2
0YR3/2

灰責褐
黒掲

やや】
3 mm

ユ
ザゝ下の奉

=三
府 色閉石合 す 良

ぷ生土器
窪

16〔
粗いタテハケ 指頭圧 10YR5/3 :こ ぶい

10YR5/3 `こ ぶい
ご褐
ξ褐

∇やイ
l mm ′下の病

=・
阜石・色 PAH石 合 よ 良好

赤生 土器
藤 SDl タテハケ ヨコハケ 10YR6/2 灰責

'

inVRA′ , I下書 ,

やギ警
l mm以下 の石葵・岳 石合 む 良

赤生土器
を

糧いタテハケ
スス付着

タテ芍 ケ卵プのち指頭圧 10YR7/3 にぶい責橙
7 5YR5/3 にぶい褐

ef密
負mmじナ下 のパ 章・ミ 示・色門 所合 ′ 良痴

祢生 土 器
密

SDl タテハケのちタテヘラミガ去 指頭圧 10YR5/2 灰 責
1∩VP鳴アク 匠善

9ヾ密
l mmb′ 下 の奉 章 .三看合 す 良痴

刀 生ヽ 工 金

ミニチ¬ア+界 7
枚状 工 具 l■根 脂頭圧の優コヘラぶ ゝ 7 5YR6/4 にぶい橙

10YR5/3 にぶい昔褐
9や密
l mm円下 の石 五 .三石合 す 良

祢生 土 器
組覇 嘉

マメツ 指頭ナデ 7 5YR5/3 にぶい掲
invn喝′1 裾 匝

やや密
9●Im b′ 下の石五 阜石 .為 PIIH石 .■再全と 良好

祢生土器
広口壺

SDl (1
ナデ OYR6/2 灰責掲

OYR6/3 1こぶ七嗜 糟
eゃ管
l mmじ′下 の石

=.三
若合 於 良幻

る■■喬
広口壺

SDl タテハケ ヨコヘラケズリ 炊

灰

Ｙ

Ｙ
マ マ 省
9 mmⅢ′ヽ ゐ 若 章 .阜石 合 お 艮

祢生土蕎
復合 口縁壺 鋸歯文・沈線 3条

ナデ /bY Hう′Z 灰 徊
10YR5/2 匠 昔 梱

やや租
5 mm以 下の石英・長石・雲母含 む

良

祢生土帯
葛杯

SDl
マメツ マメツ 5YR5/4 に ぶ い 僑

I「

^ミ

l、潜彗
F
l mm以下の石英 長石含 む

良

祢生土器
高杯

マメツ マメツ 5YR6/6
5YR5/6

種
明赤掲

や

ｍｌ

や
ク t下の石英・長石・雲母含 む

良角

呻部一
日IHAラケ却)σら分割ヘラミ方キヨヨハタのち分割ヘラミカキ 7 5YR5/4

7 5YR6/4
にぶい褐
にぶい橙

ママ省
l mm以 下の石英・長石 ,角 閃石・雲母合も

良殉

弥生 土 器
言林

タテハケ ヨコハケ
5YR7/4

直
にぶい橙

ママ驚
l mm以下の石英・長石含 む

良

弥生 土 器
言林 (561

タテヘラミ方キ
円形スカシ 4方

板ナテ 7 5YR5/3
7 5YR5/3

にぶい褐
にぶい褐

マや衿
l mm以下の石英・長石含 む

良痴

土師器
甕

(29
ナテ ナデ 7 5YR5/4 にぶいや

7 5YR5/4 にぶいや
F
l mm以下の石英・長石含 む

良痴

枯上塊
71

7 5YR8/3 湧 貢 種 4
l mm以下の石英・長石含 む

良

粘土塊
SDl 4

2 5YR6/6 橙 ∇マ 租
l mmけ J下の 石 章・辱 肩 合 よ 良

粘土 塊
51

2 5YR7/1 明 赤灰 ママ省
l mm以下 の石 英・長 石含 む

良菊

弥生 土 器
恋 SD2 タテハケ 指頭圧 7 5YR6/3 にぶい褐

7 5YR6/3 にぶい褐
やや粗
2 mm以 下の石英・長石 角関石合 走

良痴

須恵器
薫

SD2 回転ナデ 回転ナデ ;Y6/1

;Y6/1
やや密
l mm以下の石英 長石含 む 良

須恵器
妻

回転ナデ ナデ 自

白
密
l mm以下 の石 葵・昼 石合 む

良角

須恵器 SD2 ナデ ナデ Ч6/0  万
Ч6/O  Z

やや密
l mm以下の石奏・岳石合 む 良痴

須恵器 SD2 回転ナデ 回転ナデ 鴫/0 灰
Ч5/0  万足

密
l mm以下 の石真・岳 石合 む 良痴

須恵器
lTN

SD2 回転ナデ 喘/0 灰
Ч6/O  E厄

4
クmmじナ下 の 万 章 .星万 合 よ 良

須思器
客

SD2
半
自

「タタキの ちカキ 日 同心 円あて具痕 10Y4/2 オリーブ灰
1∩YPA/1 梱 匠

甲ヾ密
負mmじ′下 の万 五 .三奉合 お 良

須思器
lTN

SD2 」転ナテ 回転ナデ ;Y6/1 密
l mm以下 の石 車・尋 石合 お 良舞

察 思 盃

ITh
SD2 (11

回転 ナテ 回転 ナデ ;Y5/1 密
l mm以下の希車・尋希合 お 良

娯思蕊
婉

SD2 ナ テ ナ デ ;Y7/1 灰 白
ミV7′1 匠 白

やや租
2 mm以 下 の布 車・辱 石合 お 良

察思命
婉

SD2 回転ナデ 回転 ナテ 炊

灰

棚

醐
守 甲 省

l mm以下の石英・長石含む 良

FRl器 SD2 マメツ ヘラミカキ 5Y8/2
5Y3/2

日
白

炊
灰

マ や 脅

l mm以下の石英・長石・雲母含 む
良媚

土師器
婉

SD2 136 4
ナデ ヨコヘラミカキ 25Y7/2

25Y7/2
炊
灰

袴

l mm以下の石英・長石含 む
良

須
彗

曇器 SD2 150 回転ナテ 回転ナテ Ч3/0 暗

'5Y5/1
占辰

マ マ 省
良
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思 器 SD2 ナデ ナデ Ч3/O H音 力k
Ч4/0  死疋

Vイ省
l mm以下 の布車・辱 布合 士 良

頂恵器
不

SD2 回転ナデ 回転ナデ 25YR5/6 明赤掲
SYR5/4 にぶい未揚

雪

１ 朗下 の布車・辱 布合 す 良菱

戻恵器
雪本不

SD2 回転ナデ
茂線 2築

回転ナデ Ч6/0 灰 やや咎
l mm以下の石英 長石含 む

良死

須恵器 SD2 回転ナデ 回転ナデ Ч4/0 灰
l mm以下の石英 長石合む 良死

豆器
茄

SD2 回転ナデ 回転ナデ К5/C 灰 省

l mm以下の石英 長石含 む
良売

上師買土器
攀 SD2 タテハケのち指頭圧 タテヘラケ却 )のち板ナデ 10YR7/2 にぶい貢種

nv口 ∩′, 匠 書 楊
や
ｍｍ

Ｖ
ｌ 下の石英 長石含 む 良

287 上師質土器
瀾

粗いタテハケ
スス付着

阻いヨコハケ 哺 顔 l■ 〕Y H4′ Z 灰 掏 Vマ省
l mm以下の石英・長石合 む

良憂

須恵器
蓋 SD3 242 回転ナデ 」軟ナデ 灰

灰
一自
三日

密

2 mm以 下の石英・長石含 む 良 死

須恵器 SD3 」転ナデ 」軟ナデ 炊
灰

刑
刑

密

2 mm以 下の石英・長石含 む 良 凋

戻恵器
派 SD3 カキ日 旧韻ナデ N//u 力(日

10YR6/1 掲灰
Vや 4且

2 mm以 下の石英・長石含 む
良 夷

上師器
流 SD3 ナデ ヨコヘラミカキ lυ YHも/Z ツく日

10YR7/1 灰 白 l mm以下の石英・長石含 む
良 死

292 上F巾誘
茄

ナデ ナ テ 5YR6/4 にぶい檀
10YR6/2 灰責掲

ママ省
l mm以下の石英 長石含 む

良

体生土 希
雪林

マメツ マメツ 5YR6/4 にぶい檀
10YR7/2 にぶい責橙

V∵密
l mm以 下の石英 長石 角閃石 雲母含む

良

上昌巾器
m 1

ナテ ナテ 10YR8/2 灰 自
10YR3/2 灰 白

密
l mm以下 の石 英 長 石 雲 母 含 む

良

上昌巾器
宛

SD4
マメツ マメツ 25Y8/1 灰 臼

25Y8/1 灰 白
璧
l mm以下 の石 英・長 石含 む

良

盃ぷ察
芸
車

SD4 」転ナデ 回転 ナテ 5Y7/1 灰 自
N6/0 灰

▼マ租
l mm以下 の石 英・長 石含 む

良 殉

297 負思器
不

SD4 回転ナデ 回転ヘラケズリ
爪圧痕

回転 ナテ N7/0 灰 自
N7/0 灰 白

やや留
l mm以下の石英 長石含 む 良殉

298 娯思盃

婉

ナテ ナ テ 10Y7/1 灰自
2 5GY7/1明 オリーブ灰

▼ギ省
3 mm以 下 の石 英 長 石合 も

良

貞思恭
葺言Б

回転 ナテ 回転ナテ 5B4/1 暗吾灰
N4/0 灰

▼ヾ密
l mm以下 の石 葵 岳 石 合 も

良痴

器思
部

汽
堡
氏

5
回転ナテ 回転ナテ N3/0 暗灰

75Y6/1 灰
▼ヾ省
l mm以下 の石 奏 ,岳石 合 む

良痴

生土器
杯

238 ナ テ ナテ 10YR5μ  にぶい責掲
10YR6/3 にぶい曽橙

やや粗
2 mm以 下の石葵・岳石・角関石合 イ 良

悪 器 170 回転ナデ 回転ナデ 25Y7/1 灰 自
5Y7/1 灰 白

やや密
l mm以下の石真・岳る合 む 良角

悪 器 回転ナデ 回転ナデ 25Y7/1 灰 白
25Y7/2 灰音

▼や省
l mm以下 の石 其・尋 石合 お 良

I恵器 SD5 回転ナデ 回転ナデ 25Y7/1 灰 白
25Y7/2 灰奮

?ギ密
l mm以下 の石 革・尋 石合 ‡|

良

i恵器 回転ナデ 回転ナデ 10GY5/1 緑灰
1∩∩V5′1 爆IT

質
l mm以下 の石 真・岳 石・合 す|

良殉

頁恵器
不

8
回転ナデ 回転ナデ 5Y7/1 灰 白

氏VA′ l  I″
密
l mm以下 の石 車・尋 石合 す,

良

買恵器
不

SD5 回転ナデ 回転ナデ 26Y7/1 灰 白
25Y7/1 灰 白

やや密
l mm以下の石革・尋布合 子,

良

頁恵器
不

62 SD5 回転ナデ 回転ナデ N6/0灰
Nフ ′∩  廟ア白

督
l mmW下 の布 車・尋 布合 お 良凋

須恵器
罫

62 SD5 11
回転ナデ 回転ナデ 5B6/1 青灰

氏R代′1 吉 匠
督
l mm以下の石英・長石含 む

良凋

須恵器
杯

62 SD5 5
回転 ナデ 回転ナデ N4/0 灰 ▼マ省

l mm以下 の石英・長 石含 む
良珂

須恵器
郎

62 8
回転 ナテ 」軟ナデ 炊

灰 mm以下の石英・長石合 む 良凋

須恵器 SD5 回転 ヘラケズ リ 」転ナデ 10Y7/1 り(日 Vヽツ雀
l mm以下の石英・長石含 む

良

須恵 器
童泳 SD5 回転 ナテ 」転ナデ 5Y6/1 カ《

N7/0 灰白
4
l mm以下の石英・長石含 も

良

須恵器
章 林

ナデ オデ 5Y7/1 )火 日
5Yア/1 灰 白

Vや省
l mm以下の石英・長石含 も

良

須忠器
飾 SD5 回転 ナテ 」転ナテ N5/0 "(

5B5/1 青灰 l mm以下の石英・長石含 も
良売

娯恵器
碗

SD5 5
ナテ ナテ 5Y8/1

75Y7/1
汐(臼

灰 白
省
l mm以下 の石英 長 石合 も

良

須思器
娩

SD5 6
マメツ マメツ 25Y7/1 ワ〔自

5Y7/1 灰 白
Vマ密
l mm以下の石英・長石含 む

良

ユニFI「 名店
不

SD5 7
ナテ ナテ 25Y6/4 にぶい貢

25Y7/4 浅責
∇マ密
l mm以下の石英・長石含 も 良

」二百印宮唇

不
SD5 5

ナデ ナデ 10YR3/2 )天自
10YR8/2 灰 白

∇ギ省
l mm以下の石英・長石含 も 良

土Rll蕎

不
SD5 6

マメツ マメツ 10YR8/3 茂責橙
10YR8/2 灰白

やや冒
l mm以下の石英 長石合 も 良

土師誌
婉

SD5 5
マメツ マメツ 10YR7/3 にぶい責橙

25Y7/2 灰費
やや粗
2 mm以 下の石葵 ,岳石合 む 良

RRl器 SD5 ナデ ナデ 25Y3/6 責
10YR6/6 明責掲

やや粗
l mm以下の石葵・岳石合 む 良

師器 SD5 回転ナデ 回転ナデ 10YR6/4 にぶい責橙
25Y7/2 灰責

やや密
l mm腰下の石糞・尋石合 寸 良

RRl器 SD5 ナデ ナテ 25Y7/1 灰 自
巧V負/1 升 IJ―ブ望

やや密
l mm以下の石車・尋石合 ↓ュ 艮

師器 SD5 ナデ ナデ 2 5YR7/6 橙
氏Vn寅′と 彰卜滑き

傘

mm以下 の石 革・尋 石合 れ 良

色土器 マメツ ヨコヘラミガキ 5G2/1 緑黒
6G17/1 緑黒

やや密
l mm榎下の石革・辱布合 ユ∫ 良

色土器 SD5 (22 ナデ ヨコヘラミガキ 5Y5/3 灰オリーラ
5Y3/1 オリーブロ

やや粗
l mmい ,ヽ い 石 五 .阜石 合 ォ 良
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器 SD5 5
ナデの ち才冒頭 圧 ナテのちヨコヘラミカキ N6rO 灰

N4Ю  灰
r
i mm以下の石英 長石含 む

良

器 SD5 5
ナテ 才目頭 圧 ナテ ヘラミカキ N4/0 ,天

N4/∩  戸
密
l mm以下 の石 英 長 石合 も

良

^生
土 器

〒芸К SD7
マメツ マメツ 7 5YR6/4 にぶし▼

ア5YR6/3 1こぶし単
旧
3 mm以下 の石 英 長 石含 も

良

E恵器 SD7 回転ナデ 回転ナテ 自

白
灰
灰

密
l mm以下 の石 英・長 石合 む

良

三恵器 SD7 6
回転ナテ 回転ナテ Ч7/0 灰 臼

¶ハ′∩  匠
やや冨
l mm以下の石英・長石含 む

良

須恵器
ITN

SDフ (17
回転ナテ 回転ナテ を5Y7/1 灰 自

¶A′∩ 匠 白
省
l mm以下 の石 英・長 石含 む

良好

須恵 |

台付 :

SD8 回転ナテ・回転ヘラケズ
リ

回転ナテ Ч6710 灰
Ч7/0 灰白

やや粗
2 mm以 下の石英・長石含 む 良

弥生土器
客

SD8 276 ナ デ 板ナテ ′5YR4/3 掲
75YR5/3 にぶい褐

マヾ粗
3 mm以 下 の石 葵・岳 石・雲 母合 も

良

弥生土器
審

SD8 250 ナ デ ナ デ 10YR6/4 にぶい責
10YR6/4 にぶい音

やや粗
l mm以下の石真 暑石・雲母合 も 良

弥生土器
客

SD8 250 ナ デ ナ デ 10YR6/4 にぶい黄
10YR6/4 にぶい音

粗
l mm以下の石葵・岳石・雲母合 も 良

弥生 土 器
差 SD8 ナデ ナ デ 7 5YR5/3 にぶい

7 5YR5/3 1こ ぶい
粗

ク じザ下の石
=・

阜肩合 お 良

弥 生 土 器
適 SD3 322 ナデ ナデ 7 5YR4/1

7 5YR6/6
1灰 粗

2 mm以下の石英 辱石 雲母合 す】 良

弥生 土 器
席喜R

(22
マメ｀

ノ 指頭圧 7 5YR7/4 にぶい橙
10YR4/1 褐 !更

粗
3 mm以下の石茸 岳石合 すf

不良

亦生土器
市
=R

(31 板ナデ マメツ 5YR5μ にぶい赤褐
7 5YR5/4 1こ ぶい褐

粗

氏 け,下の石
=・

二 示合 お 良好

称生 土 器
言笙R

タテヘラミガキ 指頭圧 7 5YR5/4 にぶい掲
10YR5/3 `こ ぶい音褐

粗

ク け,ヽい若
=.二

若 色 P.H石 今 お 良

称生土器
章 林 (25

方デ
J綿 3會争 円 714イ 固

ナデ 7 5YR4/1 褐 灰
7氏V口Б′つ 匠楊

やや杷
2 mm以 下 の布 車・尋 布・璽 昌 合 す 良

察患器 SD9 到転 ナデ 回転ナデ Ч6/0 [疋
Ч870 辰 白

▼マ省
2 mm以 下 の布 車・辱 示合 お 良

狽恵器
邸

SD9 」転ナデ 」転ナデ 炊

魔

Ｖ

印
マイ箭
l mm以下の石英・長石含 む

良好

狽思番
lTN

SD9 」転ナテ 到転 ナテ N5/O υ(

N7/0 灰白
俗

l mm以下の石英・長石含 む
良好

須 思 益

婉
(26

」転ナテ 」転ナテ Nも′υ  力《

N6Ю  灰
路

l mm以下の石英 。長石含 む 良好

//R思 喬
(21

」転ナデ 」転ナテ N4′υ  力《

N5/rO 灰
ママ省
2 mm以 下の石英 。長石含 む 良好

娯 思 喬 ナテ ナテ 5Y2/1

5Y2/1

黒
黒

陥

l mm以下の石英・長石含 む
良好

上民雨器
阻

SD9 1
ナテ ナテ OYR8/3

0YR3/3
琵

莞
貢橙
黄橙

マや密
2 mm以 下の石英 長石含 む

良

土RRl器

Ell
SD9 1

ナテ ナテ 7 5YR8/1
7 5YR8/1

自
白

灰
灰

マ甲奉且
l mm収下 の石 英 長 石含 む

虔

上RRl器

Ell
SD9 1

ナテ ナテ 7 5YR8/r2 灰 自
7 6YR8/3 浅黄橙

ママ奉且
lm“以 下 の石 英 長 石含 む

良

土師器
Ell

SD9 1
ナデ ナデ 10YR3/1 )天 臼

7 5YR3/1 灰 白
ママ租
l mm以下 の石 英・長 石含 む

良

上師器
Ell

SD9 1
ナデ ナデ 7 5YR8/2 灰 自

10YR3/2 灰 白
マギ租
2 mm以 下 の石 英・長 石含 む

良

土師器
皿

SD9 ナデ ナ デ 10YR3/3 浅責橿
10YR3/2 灰 白

やや冒
l mm以下の石英 長石合 む

農

土日F器
皿

SD9 1
ナデ ナ デ 10YR3/1 灰E

7 5YR8/2 灰 [

▼や租
2 mm以下 の石 葵 岳 石 雲 母 合 と

羮

土師器
皿

SD9
マメ ノ` マメ ツ` 10YR8/3 お

25Y8/2 灰
黄橙
]

▼や密
l mm以下 の石奏 ,岳石合 む

良

土師器
皿

(09)
マメツ ナデ 25Y8/2 ,天

ク呵vn′ク 匠
マや密
l mm以下 の石 英・岳 石合 ‡ 農

土師器 SD9 (09)
ナデ ナデ 25Y8/1 灰 白

10YR8/2 灰 白
やや粗
l mm以下の石葵 写石合 す 良

土師器 (05)
ナデ ナデ 2 5YR5/6 F

10YR8/4 ':
やや密
l mm以下 の石 車 尋 石合 す 良

須恵器 SD9 (19)
回転ナデ 回転ナデ 10Y8/1 灰 白

76Y7/1 贋 白
やや密
l mm以下の石車 岳石合 す 良

須恵器 SD9 (1
回転 ナテ 回転ナデ 10Y6/1

10Y6/1
灰
灰

やや密
l mm似下の万車・岳布合 す 良

須恵器 SD9 (15)
回転 ナテ 回転ナデ 5Y8/1 灰 白

75Y7/1 灰 白
やや警
l mm以下の石英・長石含 む

良

揆患器
lTN

SD9 (16)
回転 ナテ 回転 ナデ Z5Y7/1 次 自

うY6/1 辰
やや密
l mm以下の石英 長石合 む

良

復思器
lTN

SD9 (19)
ナデ ナデ 25Y7/1 bk日

,氏Vフ ′l I下 白
ママ省
l mm以下の石英 長石合 む

臭

疾恵器
邸

SD9 (31)
回転 ナテ 劇転 ナテ

7 5GY7/1 日月粋晃冗〔
ママ省
l mm以下の石英・長石含 む

良 好

主 印 負 二益

羽 釜
SD9 (48)

箔限 L
践合痕

版ナテ 10YR7/2
10YR7/3

種
橙

貢
責

い
い

ぶ
ぶ

に
に

ママ4fl

4 mm以 下の石英 長石 雲母含 む
良

比器
婉

SD15 (22)
煽頭 圧 ナテ 炊

灰
η
l mm以下の石英 長石含 む

良 好

瓦恭
婉

SD16 (29)
指頭 圧 ナデ 5Y3/1 オリーフ黒

5Y3/1 オリーブ黒
綸
l mm以下 の石英・長 石合 む

良 好

瓦器
坑

SD15 (14)
ナ テ ナデ 灰

灰
箭
l mm以下 の石 英・長 石含 む

良 好

瓦器
宛

マメツ マメツ` 灰
灰

踏
l mm以下 の石英 長 石含 む

良

瓦器
婉

SD15 (1
ナ デ ナデ ヘラミガキ N5/0灰

N5/0灰
召
l mm以下の石葵 ⊆石合 む

羮

土目T器
邸

SD16 (16)
マメツ マメ

｀
ツ OYR8/3 ,勇

OYR8/4 '麦
橙
橙

責
黄

▼マイユ
2 mm以下の石英 岳石合 む 良

痕恵器
不

SD17 (14) 回転ナデ 回転ナデ N5/0灰
N5/0灰

やや密
l mm以下の石葵・岳石合 t 良好
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木器観察表

番号 器種 図版 遺構名
云 重 (cm

特 徴

Wl 痒築 銘耕 SDl フ 8 1断面楕 円形

Wを 阪材 SDl 両面 を粗 く加 工 ぃ

W〔 材 SDl 両面 を粗 く加工

WZ 胴 SDl 表面 を平滑に仕上 げる

Ⅵた 側工木 SDl 4 I 1 片

Wそ 日工末 SDl 2 可ヽ片
W; 旧工木

旧工木

5

VV〔 1

VV( 日工木 SDl フ 1 打ヽ片

VVl( bl工木 SDl 1 狙ヽ 片

Wll 旧工 木 7 1 川ヽ ,キ

Ⅵ′1を ロエ 末 1 Jヽ片
VVl〔 加工木 片ヽ ハ炭 化 ぃ

VV14 ロエ木 Jヽ片
Wl: ロエ 末 フ Jヽ片
Wl( 加工木 1 片ヽ n炭化 ぃ

Wl, ロエ木 4 川ヽ 片

llVl[ ロエ 太 2 」ヽ片
Wl〔 DR工木 13を 貯ヽ

W2( 日正 木 4 ′Iヽ 片ハ今 面 勝イ

llV21 日工本 SDl 8 1小片。炭化。

W2を OH工木 SDl 片。炭 1と。

W2〔 日工末 小片

W2Z Dロエ木 SDl
W2〔 ニラ4く SDl 20を

W2【 日工 末 24: 7 片ヽ

W2ラ 加工木 SDl テヽ午

W2〔 日工木 SDl 23〔

Vげ2t B工末 23, 小片

W3( bl工木 1/1 テヽ午

W3 板 材 7 4 ′ 片ヽ

Ⅵげ3を 6 小片

VV3( SDl 29〔 1/1 、片

W3Z SDl 7 4 1蹄面 尋 方 形 ^

W3f E工太 SDl
W3( 木 SDl 尭 す。

VV3ラ ロエ 木 SDl 1 花端に切 断面 を残 す。
WaF 日工木 SDl に切 断 面 を媛 す。炭 化 ぅ

W3〔 腺材 SDl 57う を粗 く加工。

VV4( SDl 1 61 キ齢に切蹄雨ケ確すハト部″什
VV41 胴 SDl
W4を SDl 3 3 1州

VV4( 2 い片

W44 胴 SDl 1501 1 、片 n先端 を尖 らす。

VV4〔 1091 3 1州 尖らす。
W4て SDl 3 3 先端に切断面 を残す。樹度残 る

VV4, 尻 5101 7 度残 るハ

VV4[ 3501 gBオ肖‖るハ 残る。
W4〔 ム鍬未製品 SDl 向 を粗 く肖uる 。

W5( べ樋 創Iり 抜 き式 ハ内面 を平 滑 に仕 上 けるぃ外 面 は屍化 し粗 加 工 のみ

VV51 7 、片。
llVS, 閥

W5〔 SDl
W5∠ 25 /1

ノI

.片。

W5〔 m工木 1

W5( ]工木 SDl 1 .片。
VySラ ]工末 0 .片

W5〔 如工木 SDl Jヽ

W5t ]工木 SDl 1491 2 1

llV6` ]工太 SDl 1

W6 木 1101 27
VV6″ J工木 SDl 22 ,片。
WS` ム鍬未製品 SDl 千 コを丁軍に那工。薄いつくり
W64 広鍬 乗 製 品 SDl く削 るハ3今害‖されており切 断面が残 るハ

WW6〔 SD2 S ク ク .片

W66 獨 SD2
W67 SD2 2 Z

VV6[ SD2 2 /1 片

W6〔 面 SD2
WV7C SD2 2 Z 片 。

VV71 SD2 202 21 ,片 。

W7Z 工 木 SD2 。円柱 状 。

VV7こ 咽工 木 SD2 片。円柱状。
VV74 如工本 2 片 。三 角柱 状 。

VV7〔 ]工木 SD2 0 片 。

VV7C 咽工 末 タ 1 片

VV7ラ 如工木 片

VV78 ]工木 2 1 片 。

W7C 帽工 末 6 ] 片

VV80 如工木 SD2 1 片

W81 ]工木 SD2 2 片
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番号 器 種 図版 遺構名
長 厚

培 徴

W82 ]工木 SD2 11 」ヽ片

W8こ SD2
W84 与日工 : SD2 小片。先端部を箆状に尖らせる
W8: 与ロエ j SD2 97 小片。線刻あり

F沐メ ク

W8ラ 版オ 30向 画 を く削る。
W3〔 23( 03葵事い
W8〔 11( 1 の雇跡あリハ中心部に大きな円71,と /1ヽ円7L4個 が耳られる

^

石器観察表

番号 器 種 コ版 重構名
云重 (Cm′

重量 (g) 石材 特徴
幅

当‖黒 SKコ サヌカイト 刃部のみ残 る。両面 より調整。

合鏃 5 SK5 サヌカイト 凹懸 式 ぉ先 端 部 を父 くぅ向 血 よりIEEか く調 整 6

石鏃 7 SK7 0〔 サヌカイト 平碁式。両面 より調整。

秀 サヌカイト 剥片をオu用 し刃詈bをつくる。
睦 SK9 19 サヌカイト 泉部 を貨 (ハ 両 面 より細 か 〈調 整 ^

柱状片 刃石奔 1 7 177〔 緑泥 片岩 基部のみ残 る。装着時の擦痕残 る。

S SDl 4 1 サヌカイト 背部 に 自然 面 を残 すハ烈I片の一 部 を細 か く調 率 し刃部 をつ くるハ

削器 SDl 1 サヌカイト 側縁部に自然面 を残 す。剥片 を利用。

石厄 丁 SDl サヌカイト 刃部 のみ残 るぃ

Sl( 百庖丁 4 サヌカイト 撫 り存持 つ ^刃 部 は片面 より誦 啓 ^

石厄 丁 SDl I〔 サヌカイト 冤形 品 。小 型 で狭 りは混 いぅ刃部 は向面 より調整 。

石鏃 SD 1 サヌカイト 平基式。両面より細かく調整。

h鏃 SDl 1 1 サヌカイト 凹丞 丈 れ 端 部 を父 く。向 血 より細 か く調 整 ぅ

石 鏃 1 2つ サヌカイト 平兵 式 ハ兵 部 のみ残 るハ

太型蛤 刃石斧 2664 隷 r/E片 岩 刃部のみ残 る。

眠 石 6058 砂 岩 令面 に擦 雇 あリハ

石庖丁 1 サヌカイト 快 りを持つ。

石扇 T SD 1 117 サヌカイト 刃部 の一 部のみ残 る

S19 石庖丁 SD サヌカイト 両面 より粗 く調整 。

石厄 丁 SD 1 サヌカイト
S21 目‖累 SD サヌカイト

| 部に自然面 を残す。剥片 を利用 して刃部 をつ くる。

S22 肖U器 SD 1 サヌカイト 部に自然面 を残す。剥片 を利用 して刃部 をつくるハ

S2C 円盤 状 製 品 SD 11 粘 板 井 周囲を打 ち欠いて円盤状に仕上 げる。

h厄丁 サヌカイト 狭 りを持 つぉ刃部 はあまり調 整 されていないぅ

S2[ 肖‖器 SD2 6ラ サヌカイト 1則 縁 音Bに 自然 面 を残 すハ景‖片 を利 用 して刃言Eをつ くるハ

S26 石庖丁 SD2 サヌカイト )を 持つ。背部・刃部 とも両面 より細かく調整。

S2ラ T SD3 11 サヌカイト

S28 削 器 SD3 サヌカイト 剥片 を利用 し刃部 をつくる。

S2C 肖‖器 サヌカイト 剥片をオ‖用し刃部をつくる

S30 石鉱 サヌカイト 平基式。先端部 を欠 く。両面 より細かく調整。

肖U器 SD4 サヌカイト
S3ク 石槍 SD7 サヌカイト 面面 より細 か (調整 ′

肖U器 SD7 サヌカイト キを利用し刈部をつくる。
S34 苫‖黒 SD7 サヌカイト キ存弄‖用 1夕 刃部オつくるハ

S35 肖uぞξ SD7 71 サヌカイト キを利用 し刃部 をつ くる。

S36 扁 平 片 刃石 SD8 28t 緑 泥 片岩 刃部 を貨 く

S37 石笠 SD8 サヌカイト 剥片 を利用 し錐部 をつ くる。片面 より調整。

S3と SD8 14 サヌカイト 凸兵 式 ハ面 面 より調 率

S39 石庖丁 SD9 サヌカイト 茂い換 りを持つ。刃部 は両面 より調整。

S4C 石局 T SD9 23〔 サヌカイト 刃部 の一 部 のみ残 るぅ

石庖丁 SD9 17 サヌカイト 側縁部の一部のみ残 る。両面より調整。

肖!器 SD9 サヌカイト 刃部 の一 部 のみ残 るハ

器 RD9 サヌカイ ト 刃部 の一 部 のみ残 るハ

骨観察表

番号 器 種 図版 遺構名
法 量 (cm,

特 徴
長  1 唱

SD2 1441  3〔
SD2

獣 昏 SDク

鉄器観察表
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図版 1

写真 1 調査地全景 (北 から) 写真 2 N区遺構検出状況 (東 から)

写真 3 S区遺構検出状況 (西 から) 写真 4 SBl検 出状況 (西 から)

写真 6 SBl・ SB2完掘状況 (西 から)

写真 7 SB3検 出状況 (西 から) 写真 8 SB3完掘状況 (東 から)
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図版3
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図版 4

写真25 SD2完掘状況 (北 から) 写真26 SD2完掘状況 (南 から)

写真27 SD2断面 (南 か ら) 写真28 SD7・ SD8完掘状況 (北 から)

写真29 SD7完掘状況 (北 から) 写真30 SD7断面 (南 から)

写真31 SD7断面 (西 から) 写真32 SD8完掘状況 (北 から)
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写真35 SD9完 掘状況 (西 から)
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写真40 SD12断面 (西 から)



図版 6

写真41 日暮・松林遺跡出土木樋



図版フ

写真42 日暮・松林遺跡出土木製品
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写真43 日暮・松林遺跡出土遺物①



図版9

写真44 日暮・松林遺跡出土遺物②



図版 10

写真45 日暮 。松林遺跡出土遺物③


